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関西電力株式会社

高浜発電所第 2号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610072号 99

成績書管理番号 :卜 17

崩 す●年十月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 r   関西電力株式会社高浜発電所第 2号機

2検査申請   検査申請一覧表のとおり

成績書管理番号 :li17

r

3検査期日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5、 検査実施者  検査結果二覧表のとおり

6検査結果   検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録
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検査申請書番号

(申請年月日)
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成績書管理番号 :卜 17

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。
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検査結果下覧表

成績書管理番号 :卜 17

こυ

特記事項

なレ

検査立会責任者

燻惣とく 主任技術者

ネイ`ラ…ターザフ主往枚術堪

原子力検査官

写 I野 ユ 移

大 勇人身二

検査結果

ヽ

腱

検査年月日

令和 3年

十θ月21日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使角前検査記録
共通事項

成績書管理番号 i士―と7

検査年月日 :令禾騒3年 t9角 21 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を、

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑧―

検査をする工事の工

程、夕司日及び場所が申

請書 どおりであるこ

と。

記録確認 Θ―

工事計画の認可番号の

記
I載
が適切であるこ

と。

記録確認 Θた

今



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-17

検査年月日:令和 3年 10月 21 日

 ヽ     検査場所 :関茜電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認
③

・ 一

必要な図面等が準備されていることと 図面等確認 ⑧―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していることを
立会/
①―

『



添付資料 3生 2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)(       ―

成績書管理番号 :1-と 7

検査年月日 :令和 3年 19月 21 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

容器 (可搬型)、 主配管 (常設)

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

機能 。性能検査

容量確認検査

通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

淀
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行うた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3-0345

る



男
熔為3粘振ち詔)

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 (平成 28年 6月 10日 認可))

原子炉冷却系統施設

加屋水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸無夕
ニビンに係るものを除くと)にあつては、次の事項

9 原子炉補機冷却設備に係る次の事項

(5)容器の名称、種類、容量、最 i窮使用圧力、癬〔高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

可搬型

名 称

種 頼
|

変 更 前 変 更 後
窒索ボンペ

(1次系冷却水タンク加圧用)

す般継目なし鋼製容器

容 量 (注 1) ノ個

最 高 使 用 屋 が
諄1) MPa

最 高 使 用 温 度
(注 1) ℃

主
要
寸
法

外 径

高 さ

mm

mm

胴 都 厚 さ mm

底 部 厚 さ mm

材 準|

個 数

取 付 箇 所

1(予備 1)

〕
(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値
□ :検査封象範囲

7



∞

(8)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料
・常設

瀬
§
み
岸
六
〕
＼
ど

〇
）

（↓
譜
ω常
‘
油
曽
瓢
）

変 更 後

材  料

(注 3)

STPT38

STPT370

、 (注 3)

STPT88

(注司

S25C

STPT370

厚   さ

(Hlm)

(注と,働

2.9

(注 9,5d

2,9

(澁 3.5)

89.1

(注 3.5,

5,5

(注 3, く注5,50)

(最′Jヽ )

27,7 4.3

(注 3引

21

(注 3)

27 2,9

//

/
27、 2

/
2.9

外  径

(皿m)

(注3,61

27.2

(注 3)

27.2

最高使用

温  度

(℃ )

|

(注 4)

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

原
子
炉
補
機
冷
却
訣
備

窒素ボンベ

ホ‐ス接続日

0.34

1次系冷却水

タンク

名 称

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

外   径 厚   さ

(■ ull) (■ば凰)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

次頁に続く

検査対象範囲



|

変 更 後

材  料

STPT870

STPT870

厚   さ

(Hlml)

(注 3,50)

3.4

(注争,60)

9,3

外  径

(mm)

(注 3)

34,0

(注 3)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

40

(注 4)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

0。 33

(津 4)

1.2

名    称

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日接続点

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ボンプ

出日配管合流点

A海水供給母管

接続回

Aa、 Ab

海水ス トレーナ

入日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

最高使用
|

温  度|

(℃).

外

|
径|厚   さ

(航) (lmm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

ぐヽ

(注 1)記栽の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 Cんティ (20× 20× 16)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。                 、

(注 3)公称値

瀬
愚

み
μ

（
∞
＼
、
岸
ｏ
）

（◆
営
ψ
れ
る
沌
ぱ
コ
）



（
Ｏ

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注5)本設備は既存の設備である。

(注 6)エルボを示す。

(注 7)記載の道
=化
を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ出国連絡管」と記載

(注 8)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:テ ィ (20× 20 X lo)～ レジューサ (20X14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X14)～内部スプレク●ラ」と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「今ツグC:テ ィ (16X16× 16)～ レジユーサ (16X12)」 と記載

(注 11)当 該ラインについては、主配管に該当しないため記載の適正化を行 う。

(注 12)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ベンダC:レジューサ (16× 12)～テイ (20× 20× 16)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行 うと既工事計画書には「ヘッダA、 BI内部スプレクーラ■レジューサ (20X14)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘジダA、 BIレ ジューサ (20X14)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注 15)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水ポンプ入日連絡管」と記載         ヽ

(注 16)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ティ (20X20× 16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

(注 17)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

(注 19)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプA、 D出 甲ティ (20× 20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C入 ロティ

(20× 20× 16)」 と言己載

(注20)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クエラ入口連絡管」と記載

(注21)記載の適正化を行う。既工事計画書に1ま 「テイ (20× 20× 16)及びレジューサ (20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 む及びB」 と記

載

(注22)記載の適正化を行う。既ェ事計画書には「母管分岐点ん余熱除去クーラ (RH-2)A、 B」 と記載

(注 23)記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クーラ (RH-2)A、 B～戻母管合流点」と記載

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンプA、 B、 Cへの分岐点」と記載

瀬
重
郭
Ｐ

（
卜
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Ｐ
ｏ
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誉
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(注25)

(注 26)

(注27)

(注 23)

(注29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(注40)

(注 41)

記載の適正ィヒを行う。既工事計画書には「冷却材ポンプB、 Cからの合流点～弁 (2-FCr1241)」 と記載

記載の適正化を行うと既手事計画書には「冷却材ポンプA、 Bん らヽの合流点～戻管 (8B)合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次冷却水ポンプ入口分岐点～弁 (2-5105A、 B)Jと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-5105A、 8)走 1次系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管A、 B分岐点～燃料ピットク▼ラ」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ～1次系機器冷却水戻母管A、 B合流点」iと 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余剰抽出水ク‐ラ～1́次系機器冷却水戻母管 (10B)合流点」と記載

記載の適二E化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管～レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には 「レジューサ (3× 2)～計器用コンプレッサーパッケージIA-lA、 とAi18入 ロレジューサ

(2× l1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用コンプレッサーパッケージIA-lA、 こA-lB出 日レジューサ (2× 11/2)～ レ

ジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポシプおよび内部スプレポンプ圭空調装置入

ロレジュエサ (3X2)」 と記載     :

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジユエサ (4× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適I化 を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ (2Xl

1/2)」 と記載

記載の邁正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ人ロレジューサ (11/2X1/2)」

と記載 _                   1

れ
電
メ
ド

（
Ы
＼
ご

ｏ
）
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∞
載
さ
れ
滅
コ
）

(注 42)



一
Ｙ

(注43)

(≠滝44)

(注 45)

(注 46)

(注 47)

(注 48)

(注 49)

(注50)

(注 51)

(注52)

(注53)

(注54)

(注55)

(注56)

(注57)

(注58)

(注59)

(注 60)

(注61)

(注o2)

(注63)

(涯L64)

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

記載の道正化を行 う。1既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ 内部スプレポンプ八甲分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「内部スプレポンプ八日分岐点んレジューサ (1× 1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)｀ 内都スプレポンプ出日合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出占合流点～レジニエサ (2× 11/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

記載の適工化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (11/2X1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記載

エルボにつヤ`ては管を回等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行う。鵬工事計画書には「レジュ=サ
(2文 11/2)～ レジューサ (3X2)Jと 記載

記載の適
=化
を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジユーサ (12× 10)」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジ■■サ (12× 10)～ レジューサ|(lo× 6)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「分岐点｀レジューサ (oX4)」 と記載

記載の適正化を行う。既手事計画書には「レジュー,(6× 4)及び分岐点んレジュマサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジニーサ (6X4)及び合流点」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ VS-39Bか らの合流点 (VST39A)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (10× 6)～ レジューサ (12× 10)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～ レジューサ (12× 8)」 と記載     へ
記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ●サ (12× 8)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X3)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行うも既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ八日分岐点～レジュ‐サ (2× 11/2)お よび (21/2× 2)」
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（◆
誉
∞■
３
れ
】
Щ
）



・可搬型

一色

変 更 後

取付箇所

保管場所 (症
10):

取付箇所 :

材  料

C1220T

C1220T

C1220T

厚   さ

(■lm)

(注9)

5,0

(注 9)

2.0

(注9)

5.0

外  径

(mttl)

(注9)

22.0

(注 9)

8.0

(注9)

22,0

最高使用

温  度

(℃ )

(注け

50

(注 1)

50

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 1)

O.34

(注 1)

17.16

名    称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

窒素ボンベ

(1次系冷却水タンク

加圧用 )

ホ=ス先端

変更前

国 :検査対象範囲

Ⅵ
電
郭
μ

（
ミ
＼
Ｆ

ｏ
）

（◆
営
∞
常
さ
れ
滅
コ
）



一手

変 更 後

取付箇所 _

保管場所 (ユ主め

取付箇所 :

ヽ

材  料

SUS304

厚   さ

(lnln)

(注3)

外   径

(lllm)

(平主2)

20A

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

50

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注 1)

0.34

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系冷却水タンク

空素供給用IIm
フレキシブルホース

変更前

□ :検査対象範囲

瀬
霊
郭
μ

（
∞
＼
Ｆ

ｏ
）

（◆
螢
ф
，
３
れ
】
コ
）



変 更 前 変 更 後

最高 !最高

使嬬 1使用
(,1:1念 ) (

最高

使用

圧カ

(MPa)

最高

1史チ報

遼度

(℃ )

外 径 厚 さ 外径 厚 さ 取付
名 務; 材料 1伽数 取付箇所 名 称 材料 個数

|層カ

(MPa)

温度

(℃ )

I

(mm)|(mm)
|

|

箇所

(rlttl) (mm)

保管場所

格納容器雰圏

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

気ガス 原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

●it)|(卜に1

0 1 60

〇
　
　
一

l

(予

備 1)

取付箇所
Ａ・う

わ

Ｓ

　

４

Ｕ

　

　

０

Ｓ

変更なし

フレキシブル

ホース

|

一『

(注 1)遠大事故等時における使用時の値

(注 2)メ ーカにて規定する呼び径を示す。        イ

(注3,メ ーカ仕様によるものとし、完成品とモンて~般産業謝Jの焼格数でヽ基当こに適今するものであつて、使用材料の斡性を踏まえたとで、

量火事故等時における使用厳力及び使用温度が負荷され′た状態において強度が確保できるものをイ吏用するも

(■7)当該本―響   (必要本 以上を保管する. 要
」馬
卵
Ｐ

（
Ｏ
＼＼
岸
〇
）

（◆
廿
∞
■
３
油
】
Ⅲ
）



(注8)当落ホー審   (必要本           ) 以上を保管する。
(注9)公称値

(注
10)当 該マニホール 嘔r(必 要台            以上を保管すると

い

渤
憲
訟

　
（
Ｐ
ｏ
＼

Ｆ
ｏ
）

（↓
営
ω
■
３
沌
浮
コ
）



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 17

一呵

特記事項

帝 し

検査立会責任者

η髯毯丼亀T称そ票7 1住媒術者

ホ/ラ‐ 劣伊レ拡 榜従落

原子力検査官

,士
/>代 心 徹

テ
レ 不可 虚 閻

検査結果

風

検査年月日

令和 4年

2月 7日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項   i

成績書管理番号 :卜 17

検△年月日 :令和 与 年  2月   9日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項  :

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ・下

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ⑧・―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Θ・一

t8



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
―
使用前検査記録

(三号検査)
成績書管理番号 :卜 17

検査年月日 :令和

“

年 2月  9 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q・
一

必要な図面等が準備されていることき 図面等確認 Q・
一

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・○

系統構成が完了していること。
② /
蜘
Q

tq



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 17

検査年月日 :令和 牟 年  2月  ?日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉格納施設  '

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

熱交換器  |
主配管

別添 1及び別添 2が照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

通水検査

(通気検査)

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

段
⑪

鰤

備考 |

,記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品寮記録 (※ )による。

※適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3T0015(その 2)

・目視で確認した範囲 1添付資料 3-3参照

頭



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
| (三号検査).,    (立
会検査)

添付資料 3-3

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 17

検査年月日:令和 生年 2月  q'日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

熱交換器

主配管

(別添 1参照)

系統機能検査

通水検査 :

(通気検査)

及ヽ 目視

備考

ユ
|



工事計画本文 (原規規発第‐1606105号 (平成28年6月 16日 認可))
原子炉格納施設

3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項
(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係る次の事項
口 熱交換器の名称、種類、容量、最高使用圧力、最高使用温度、伝熱面積、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

常設

□ :検査対象範囲

(1/2)

ル
″

ヨ
郭

岸
　

（
解
＼
卜
）

↓
轡

卜
■
　
Ｎ
沌
　
０
コ

A格納容器循環冷暖房ユ■ットはつ

冷却コイル

℃

Hll■

数個

変 更 前 変 更
名 称

種 類

容 量
(注2) MW/個 |

管
側

最 高 使 用 圧 力 徹め MPa  i

最 高 使 用 温 度 倣の

胴
側

最 高 使 用 圧 力 (|か MPa

最 高 使 用 温 度 (4め ℃

伝 熱 面 積 (注か m
2/個

吸   込 日   径 IIlm

主
要
寸
法

吐
一た

出  日  径 llm

て HIll

1高 さ IIm

材 料



(2/2)

変 更 後

A茅魯,納容器再循環ライン

取
付
箇
所

変 更 前

ン 名

統

総 水 防 護 上 の

区 画 番 号

系

(ラ

冷 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

置    床!設

■
い

避
郭

ド

↓
営
ふ
令

（
】
＼
＼
心
）

〕
沌

　

ｏ

ｍ



緞

ヌ 主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

El:検査対象範囲

ふ

変 更 後

材  料

SPG

厚  さ
(阻4)

(望ヨ:2〕

1.2

外 t径
(耐

(注2)

2,300

×

2,300

最高使用

温  度
(℃ )

(注 31

155

最高使用

圧  力
lMPa)

(渉3)

0

名 称

(ゼ三5)

A格納容器

循環冷暖房

ユニント

ダクト開放144構

可
燃
性
ガ
ス

濃 放
度 射

掛 瘍
設 質

霊達
び 制
に御
格 設
納 備
容 及
器 び
再 テ

循
環
設
備

変 更 前

材  料厚  さ
(田m)

外  径
(m'4)

最高使用

温  度
(℃ )

最高使用

圧  力
(MPa)

名 称

瀬
最
勢
岸
　

（
ω
＼
卜
）

↓
替
卜
常
　
囀
通
　

Φ
コ



''

(注1)既工事計画書に記載がないため記裁の適亜化を行う。記載内容イよ 設計図書による。

(逆)公称値

(泌)重大事故等Httlこおける使用時の値

(理)八日と出日の日径が異なる管である。
(脇)本設備は既存の設備である。

ち

コ
エ
ヽ
卵
Ｐ
　
　
（
心
＼

卜
）

ふ
菩
慰
載

〕
沌
　
０
コ



ぶ

工事計画認可申詰

高 浜 発 電 所 第 2号 機

第7■ 2-10図

原子炉格納施設の系統図

(圧力低減設備その他の安全設備
(放射性物質濃度制御設備及び

可然性ガス濃度制御設備髄びに

格納容器再循環設備))(2/4)

(重大事故等対処設備)

遭

郭

〕

↓

営

卜

＝

　

〕
油

　

⑮

コ
関 西 電 力 株 式 会 社



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 17

卜δ

…

特記事項

″ひ
、
し

検査立会責任者

ノ|メラ…Ⅲダいし
1/ 
主任技術者

原子力検査官

徹

盗

洛

今

生ん
士

十

検査結果

一段

検査年月日

‐令和 ξ年

ブ 月 3′ 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :卜 17

検査年月自:令不置争年 ′月 S/日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ①・■

検査 をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

ど。

記録確認 Q・ ―

工事討面の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ①―

弱



添付資料 3-1

蘭西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

1                           成績書管理番号 :li17

検査年月日 1令和 ダ 年 ′ 月 O/日
′              _   検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていることき 記録確認 ③一

必要な図面等が準備されていること。 露面等確認 ①■下

検査痛計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Θ'下

系統構成が完了していることを
立会/

鰯 軽∋・一

虫1



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3=2

使用前検査記録

成績書管理番号 :こ =17

検査年月日:令和 争 年  ノ 月 Sデ 日
1検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

蒸気タービンの附属設備

安全弁及び逃がし弁  暢叫添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

・運転性能検査

(安全弁吹出し検査)

・容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

段ヽ
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 =検査
の品質記録 (※)による。

× 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2-3工 0606

∂0



月I豚 1(1/1)
令和 5年 1月 31日

設 備 概 要

原子炉F潮系纏         ・

2 蒸気タービンの附属設備に係る次の事項
(4)管等に係る次♂)事項
ハ 安全弁及び逃がし弁の圏気 吹出圧力、吹出量、個数及び取付箇所

は 1)本設備回既存の設備である。

,I

変 更 前 変 更 後

名    称 2CW‐ 348([1)

種 類 非平衡形

吹  出  圧  力 MPA 0.5

■■■1隊上吹 出 量
kg/V

個

個 数 l

取
付
箇
所

系

(

統   名
ラ イ ン 名 )

タービ翔 給水ポンプ吸込ライン

設   置   床
途 水 防 護 上

区  画  番
の

号

途 水 防 護 上 の

配慮 が必要 な高 さ

変 更 後変 更 前
|

2CW・ 349Aて B(γと。名 称

非平衡形類種

MPa 0.5吹 出 圧 力

kgrv

個 |||1以上量吹 出

2数個

設   置   床

の
号

上護

番
防
酢
水途

区

総 水 防 護 上 の

配慮 が必要 な高 さ

取
付
箇
所

系   統   名
(ラ イ ン 名 )

ン

2研 349E,
B葎藝朔鯖國野缶k
ポンプ吸込ライ
ン

2帥 849A
A麹動補助給水
ポンプ吸込ライ

(注1)本設備は既存の設備である。



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 17

』
Ｗ

特記事項

考 レ

検査立会責任者

末わ…ターと'ノ笠任募術者

原子力検査官

姿 ■ヽ

/ン
4 小 徹

写 野みみ

検査結果

侯

検査年月日

令和今年
己月ュ,日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項

成績書管理番号 :卜 17

襟査年月日 :令れ 6~年
'0月
P,日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q―

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ① ―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認
〇

・ ―

調



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)  |

成績書管理番号 :1・ 17

検査年月日:令和 0年  ё 月 ユ,日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Θ―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q.上
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な狽1定範囲、測定精度を有してい

ること。     ィ!
記録確認 良・〇

系統構成が完了していること。
立会/

嘲
Q―

η

幹



検査結果

添付資料 3下 2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
(三号検査)

成績書管理番号 :1-17

検査年月日 :令不「lう 年 e 月 ?9劉
検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

。通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

段
目視

勧

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )|による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T23-0009、 T2二 3-0014、 T2-3-0015(その1)

・=唇H現学奪零岳言酔毛お亀望鍵遡彗■宇澪詔目毛甕弊半導Ⅲ‐L寺 :Ⅲ=:ど
'ヨ

営サミ〔it

3デ



∋ :つ

原子炉冷却系統施設

加圧水理発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にわつては、次の事項、 ,
9 原子炉補機冷去F設備に係る次の事項    ,
(s)主配管の名称、最高使用圧力、最高穫用温度、外径、摩さ及び材料

常設

〕
ω

湮
募
Ｐ
含
＼
葛
）

（↓
轡
ｕれ
ω
沌
遮
コ
）

＼ _ィ



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 61月 10日 認可)

的『

変 :更 後

材  料

変更なし

(澁 5,C

STPT42

変更なし

(注 5,6〕

STPT42

厚    さ

(mill)

(注 3,3,6,

6.0

(注3,3,

114,3

劇

|

|

(注3,5,6)

6.0

外   径

(m■ )

(注 8,5,6)

114.3

最高使用

温  度

(C【〕)

(注 1〕

95

(注 4)

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 1)

0.98

(遵4)

0,34

称

変更なし

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

STPG42

厚   さ

(mm)

(注 8〉

6.0

(注 3)

6.0

外   径

(Inコ n)

(注 3)

114.3

(注 8〉

114.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

最高使用

圧  力
(MPa)

(注 2)

0.98

(注2)

0.34

名 称

(

1次系冷去II水

タンク

連絡配管接続点
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(2V-5105A、  B)

弁 (2V-5105A、  8)

1次系冷却水

タンク

澄
募
ド
０
＼
氣
）

（◆
営
ω
＝
ω
激
怒
コ
）



変 更 後

材   料

変更なし

(平 15,6

ASTM

A105

Gr Ц

(S25C

相 当 )

(ユ1:品

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(lllEl)

(遊 5,6)

(最小)

5.5

く注 3)

(5,5)

(ギ 1:3,5) (イl:5)

(最小)

5:5

/
(最小)

5,5

(注8)

(5.5

/
5。 5)

(穴径 )

40,5

/
(穴径 )
( 40.5

外   径

(mm)

(注3,5,6)

(差し込ノメ

部の内径 )

48,7

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  カ

(ヽlPa)

(注 1)

0,98

名
ノ
称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(■ l観 )

(注協)

3.7

外   径

(mm)

(注3)

43,3

最高使用

胤  度

(℃ )′

95

最高使用

圧   力

(MPム )

(注 ?)

0,98

名 称

(注 65)

C充てん/高圧

注人ポンプ

冷却ライン八日

レジューサ

(2Xl 1/2)

C充てん/高圧

注入ポンプ

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出固

レジューサ

(2Xl 1/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

』
∞

湮
郭
牌
６
＼
転
）

（↓
営
萌
載
ω
沌
遮

コ
）

(次ベージに続く)



的

一

径1厚  さ
(mm)    (mm)

(差し込み

5

78る4

/

(産

/
5`5)

/
(最小)

5.5

(5i5

/

48,7

/

最高使用

温  度
(℃ )

(注
,1)

950,98

〔注1〉

最高使用

圧  力
(MP4)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名材  料

(mm)(■ lin)

厚   さ外  径

最高使用

温  度
(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 65)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷‐却ライン人口

レジュ‐サ

(2Xl 1/2)

C充てん/高圧

注八ポンプ

c充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出日

レジューサ

′(2Xl 1/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前 ょ

称名

浬
郭
畔
命
＼
ミ
）

（↓
轡
頓
常
ω
れ
遮
コ
）



ふ
０

変 更 後

材   料

変更なし

(望と5,G

STPT42

(注 SI

STPT42

厚   さ

(llttll)

(と,1.岳 !む

'

73,0

(注 8,S,6)

5,2

(洋 3,Sli  (注 j15)

1  73.0    5i2

/  /

(差し込み|(最小)

部の内鶴

61.1 6.0

外  径

(lШl)

最高使用

温  度

(℃ )

く,14)

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

て,14)

0。 98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(in日占)

(注 3)

5.2

外  径

(れ )

(注 8)

73,0

最高使用

温  度
(℃ )

95

最高使用

圧  力

(缶lPム )

(注 2)

0`98

名 称

(江66)

C充てん/高圧

注八ポツプ

油冷却器

冷却ライン入自

レジエーサ

(2 1/2)(2)

C充てん/高圧

注入ポンプ_

C充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン出日

レジューサ

(21/2X2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

渡
郭
岸
Ｇ
＼
裏
）

（↓
営
伽
令
∞
油
怒
コ
）



れ

′

｛
一

変 更 後

材   料

STPT370

STPT370

厚   さ

(mm)

(注 3,bOつ

3.7

(注3)

3.7

外  径

(m置)

(注3)

43.6

(汽3,

48.6

最高使用

温  度
(℃ )

(注4'

95

(V■■)

40

最高使用

圧  カ
(誕Pa)‐

(注4)

1.2

(洋 1)

017Ⅲ

名 称

ポンプ

雷日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

去ポン

水用ホー

上流筏取合点

ポンプ

永排水用ホー

下流擬取合点

海水戻り母管

合流点

変 更 前

材 料

最高使用

温  度
(℃ )

外  径 厚   さ

(題a) (mm)

最高使用

匡  カ
(MPa)

名 称

習
郭
岸
金
＼
ヽ
）

（↓
替
頓栽
ω
沌
毬
由
）



■

ノ

ふ
メ

変 更 後

材  料

STPT370

厚   さ

(mi4)

(と3,的)

3.9

タト 径

(41m)

く江3)

60.5

最高使用

温  度
(℃ )

(注 4)

95

駿冑使用

「
土  カ
(MPa)

(■4)

1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

出日配管分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

排水用ホr

上流側取合点

変 更 .前

材  料外  径 厚   さ

(隕阻) (1団l)

最高使用

屋  度
(℃ )

最高使用

歴  カ
徹 a)

名 称

蚤
募
岸
令
＼
葛
）

（↓
習
観
常
∞
湧
やＯ
ｈ
）



苗

変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

STPT370

STPT370

STPT870

STPT370

厚   さ

(mm)

モ注3)

3.9

く泣3,501

6.0

く注3)

6,0

/

/
3.9

(差 3,50)

8,2

(注3,30)

8.2

(注 3)

10。 3

/
8.2

外   径

(出電11)

(注 3)

60.5

(注3)

114,3

(注 3)

とと4.3

/

/
60.5

(注ξ)

216.3

(注 3)

216Ⅲ 3

(注 3)

318.5

/
216.3

最高使用

温  度

(℃ )

t逆 4〕

95

(こ 4)

161

(■ 4)

161

最高使用

匡  力

(MPa)

(蓬 4)

0

(注 4)

0

(▼ 1,4)

1.2

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

海水排水用ホース

下流側取合点

屋外放出端

格納容器貫通部

PEN#257

出日配管分岐点

屋外放出端

原
子
炉
補
様
冷
封l

設
備

変 更 前

外  径
|

厚  さ1材

(mm)|

料

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

晟高使用

圧  カ
(MPa)

名 称

翌
郭
騨
ａ
＼
ミ
）

（↓
智
朝＝
ω
沌
遥
コ
）



ミ

変 更 後

材  料

(述 5)

STPT38

STPT370

(注 S〕

STPT38

(注 5,

S25C

STPT370

厚 さ

(山m)

(注も,5)

2.9

(注3,501

2,9

(注3,5,501

5.5

(注岳,SC〕

(最小 )

4.3

tと 3)

2.9

/

/
2,9

外  径

(団諷)

(注3,5)

27。 2

(注3う

27.2

(注315)

89.1

(注3,S〕

t差し溺

器の内鶴

27.7

(注 3)

27.2

/

/
27,2

最高使用

温  度

(日(〕 )

(注41

95

最高使用

圧  カ

彼 a)

(と4)

0.34~

名 称

窒素ボンベ

ホース接続風

1次系冷却水

‐タンク

原
子
炉
補
機
冷
去瞬
設
備

変 更 前

最―高使用

温  度
(℃ )

外  径 厚 さ

|

|

1材
料

(■Ma) (mm) P

最高使用

圧 _カ

(MPa)

名 称

湮
郭
拌
Ｇ
＼
ヽ
）

（◆
轡
働増
∞
沌
遥
コ
）



」
ャ一′マ D

材  料

STPT37C

SUS304研

厚 さ

(観量)

(注3)

60,5

く滋9,

3.9

60.5 3.9

外  径

(爾再ね》

最高使用

温  度

(℃ )

(溝4)

95

最高使用

匠  カ
(hTa)

(道0

0,98

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

｀
C充てん/
高症注入ポンプ

出翔配管

分綾点

℃充てん/

高圧注入ポンプ

日配管

合流点

変 _更 前

財  料

最高使用

温  度
(℃〉

外  径 厚   さ
(m)(口a)

最高使用

圧  カ

(甑Pa)

名 称

ふ
『

(次ページに続く)

運
郭
■
含
０
＼
氣
）

（◆
替
ｄ
載
ω
温
遥
コ
）



ヽ
，
ァ

さ

変 更 後

材  料

SUS304Tr

SUS304TP

厚   さ

(題霞)

(注3.58)

3.7

(注 3)

8.7

/

十/

8.7

外  径

(阻 )

(注 3)

60.5

(癬 3)

60,5

/

/
60.5

最高使用

温  度

(℃ )

(注′ll

150

最高使用

圧  iカ

(MPa)

(法 1)

と8.8

名

C売てん/
高圧注入ポンプ

出日配管

分岐点

C充てん/

高圧注入ポンプ

冷却水入日配管

合流点

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

変 更 議

外  径 属  さ|

(攘
'ぬ
)|

材  料

(題〉

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

禽使用

力

くMPa)

遭
鶉
ド
含
岸＼
氣
）

（◆
営
頓
常
ω
沌
遥
コ
）



つ
み
，
コ

基

変 更 後

材  料

STPT370

S」S304T:

SuS304TF

SUS304T甲

厚: さ

(題)

(洋3,欝〕

3.9

(注 3〕

3.9

く注3,約)

3.9

く注3)

3.9

/
3.9

/

外  径

(阻)

(長]l

6́0.5

.(と8〕

60:5

(注 3〕

60.5

(造 8)

60。 5

/
側 .6

/

最高使用

温  度
(℃ )

(注 4〕

95

くyキ 1〕

と50

最高使用

圧  カ
(瑕a)

(注手J

O.98

て淀1)

と.4

名 称

C充てん/
高圧注入ボンプ

冷却水出爵配管

分霞点

充てん/
高圧注入ポンプ

入日配管

合流点

原
子
炉
籍
機
冷
却
談
儀

変 更 前

材   璃厚    さ

(鐘m)

名 称

道
鶉
μ
含
〕
＼
葛
）

（◆
営
９
載
ω
沌
む
Щ
）



変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

外  径 )事   さ

(H眠どl〉 ヽ(剛 )

(江 3) (よ3,SO)

3.434. 0

く注3150)

9。 3

(注 3)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

(注 4)

40

最高使用

圧  カ
(MPa)

(泣 4)

0。 38

(注 1)

1.2

名 称

可搬型原子炉

補機冷却水 ・

循環ポンプ

出日接続点

可機型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出口函と管合流点

盛 水供給母管

接続口

Aa、 Ab

海水ス トレーナ

入 日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(Mm)

最高使用

温  度

(q(う )

外 径

(皿ll)

名 称

高使用

カ

(ⅥPa)

占

(注 1)記載の適王化を行 う絶既工事計画書には「r次系冷却水ターラA、 B、 C～ティ (20X20× 16)」 と評載

(注2)SI単位に換算したものである。               ‐、

(注3)公称値

湮
募
牌
含
ω
＼
ミ
）

（↓
誉
萌
載
∞れ
遂
コ
）



盗

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注 5)本設備は既存の設備である。

(注6)エルボを示す。

(注っ 記講の適正化を行 う。既工事計画書には「i次系冷却水ク■ラ出日連絡管」と記載

(注8)記載の道正化を行う。既工事計画書には「入 ッダA、 BIテ ィ (20× 20X16)～ レジューサ (20又 14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (20X14)～内部るプレクーラ」と記載

(注 10)記載の適正化を行う。既工事計画書には「今ンダCiテ イ (16X16X16)～ レジユーサ (16× 12)」 と記載

(注 H)当該ラインについては、主配管に該当しなぃため記載の適正化を行う。        ″

(注 12)記載の適I化を行う。既工事計画書には「ヘンダC:レジューサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載   ―

(注 13)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:内部スプレクーラ～レジュ●サ (20× 14)」 と記載

(注 14)記載の適正化を行う。既主事計画書tごは「ヘッダA、 B:レジューサ (20X14)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注Ⅲ5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ八日連絡管」と記載

(注 16)記載の道正化を行うじ既工事計画書には「ティ (20× 20X16)守 1珠系冷却水ポンプA、 B、 C、 D」 と記載

(注 17)記載の適正化を行う。既i事計画書には Fl次系冷却水ポンプ出ロレジューサ (16X12)～ティ (20又 20X16)」 と記載

(注 18)記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

(注 19)記載の適正化を行うど既工事計画書には ,1次系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20× 20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 C入ロティ

(20X20× 16)」 と記載                   =

(イ1:20)記載の適工化を行う。
'光

工事計画書には「と次系冷却水クーラ入日連絡管」と記載

(注21)記載の道正化を行う。既工事計画書には ,テ ィ (20× 20X16)及びレジユーサ (20× 16)～ 1次系冷却水クーラA、 c及びB」 と記

載                                                 、

(注22)記載の適正化を行う。既工事計歯書には「母管分岐点ん茶熱除去クエラ (Ⅲ12)A、 B」 と記載

(注23)記載の道正化を行う。既工事計画書には「余熱除去クーラ (RH-2)A、 Bえ戻母管合流点」と記載

(注24)記載の適正化を行う。既工事計画書には「母管分岐点～冷封
`材
ポンプA、 B、 Cへの分岐点」と記哉

誤
郭
卜
命
卜
＼
馬
）

（↓
営
伽
＝
∞
沌
遂

コ
）



a

(注 25)

(注 26)

(注 27)

(注28)

(注 29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(イエ34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(注 39)

(虚 40)

(注 41)

記載の通正化を行う志既工事計画書には「冷却材ポンプ8、 Cからの合流点～弁 (外FCV 1241)」 と記畿

記載の適耳E化を行う。,メモエ事計画書には「冷却材ポンプA、 Bからの合流点～戻管 (8B)合流点」と記哉

記載の速正化を行う。既I事計画書には「1次冷却水ポンプ入口分岐点～弁 (2-5105A、 B)」 と記載          
｀

記載の迪正化を行う。既工事計画書には「弁 (2-5105A(B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

記載の適I化を行うЭ既工事計画書には「1次系機器冷闘]水母管A、 B分岐点～燃料ピントク~ラ」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料ピットクーラ～1次系機器冷却水戻母管A、 B合流点」と記載

記載の適正化を行う。班工事計画書には「1次系機器冷却水懲管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載         ~
記載の適π化を行う。既工事計画書には「余刺抽出水ク●ラ～1次系機器冷却水戻母管 (10瞬)合流点」と記載

記載の適iに化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷肉l水母管～レジュすサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュエサ (3× 2)′―計器用コンプレッサーパッケエジIA-lA、 lA-1と入ロレジューサ

(2バ 11/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計 lttl書には「計器用コンプレッサーパッケ■ジェArlA、 IAr18出 rJレ ジユーサ (2× 11/2)～ レ

ジューサ (3X2)」 と記哉                         Ⅲ

記載の適正化を行う。R光工事計に曲l‐書には「レジューサ (3× 2)年 1次系機器冷却水戻母管」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「と次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置人

riレ ジューサ (3× 2)」 と記載

記載の歯〕[:化を行う。既工事計画書には「レジュニサ (3× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管今流点」と記哉

記載の適正化を行 う。l九工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～レジュ_サ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行 うと既工事計画書には「レジュ‐サ (4× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適■化を行う。既工事計画善には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ (2Xl

1/2)」 と記載

註載の適止化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ入ロレジューサ (11/2X1/2)」

と記載

遭
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(注 42)



崎
一

(注 43)

(1主 44)

(注 46)

(注 46)

(注 47)

(注 48)

(注 49)

(注 50)

(注 51)

(注 52)

(れ 53)

(注 54)

(注 55)

(イエ56)

(注 57)

(注 58)

(注 59)

(渡L60)

(イ i二 61)

(注 62)

(注 63)

(注 64)

既工事計画書に記載がないため記載の適I化を行う。記載内容は、設計図書による。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ (2Xl 1/2)～ 内部スiルポンプ入日分岐点」と記載

記載の道正化を行う。F>【工事計画書には「内部スプレポンプ八日分岐点～レジューサ (1× 1/2)」 と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (1× 1/2)～ 内部スプレポンプ出口合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジニーサ (2Xl 1/2)」 と記載

評載の適正化たど行う。既工事計に由i書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱1燎去ポンプ出山レジューサ (11/2X1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ

ンプ冷去ll t)ど リライン合流点」と記載

エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適
=化
を行う。既工事計画書には「レジュ_サ (2Xl 1/2)～ レジユーサ (3X2)」 と記載

巨¬L載の適正化を行う,既工事計画書には「1次系機器冷去

“

水母管分岐点～レジューサ (12X10)」 と記載

記載の適止化を行う。班工事計画書には「レジ二十サ (12X10)～ レジューサ (10X6)」 と記載

記載の適I化を行う。班工事計画書には「分岐点～レジューチ (6× 4)」 と記載

記載の適正化を行うこ既工事計画書には「レジュ■サ (6X4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載

HE載の適正化を行うc既工事計画書には「レジューサ (4× 2)お よび分岐点年格納容器循環空調装置」と記裁

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジューサ (6× 4)及び合流点」と記載

講載の適正化を行う。既工事計画書には「レジ■‐サ (6× 4)～VS-398か らの合流点 (VS-39A)」 と記載

記載の適正化を行う、既I事計画書には「レジューサ (10× 6)～ レジューサ (12× 10)」 と記載

記載の適I化を行うど既工事計画書には「レジューサ (12× 10)走 レジューサ (12× 8)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～ レジユーサ (12× 8)」 と記載

記載の適止化を行うΦ班工事計画書には「レジュ●サ (12× 8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ入甲分岐点｀レジューサ (2× 11/2)お よび (2ゴ/2X2)J
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針
ド

(注65)

(注 66)

(注67)

(注 68)

(注69)

(注70)

(と71)

(注 72)

(注73)

(注 74)

(注75)

(注 76)

(注77)

(‐注 78)

(注 79)

(注80)

(注 81)

(注82)

(注 83)

を記裁

記載の適正化を行う。既工手計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2Xl 1/2)」 と記

載

記載の適正化を行う。既工事計画書Iごは「レジューサ (21/2X2)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ
~(21/2バ

2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には『レジュ●サ (2Xl 1/2)ゃ よびレジューサ (21/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出
口合流点」と記載                                                

｀

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出白合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載

記載の適正化を行う。既工事言r画書には「海水ポンプから中間建屋八日までこと記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「SS41」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「中闘建屋入口～海水母管分岐点及なレジューサ (30X24)」 と記載

記載の道正化を行う。既ェ事計画書には「海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)～ 1次系冷却水クーラ」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水クーフ～戻母管」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「中FR弓建屋出口までの戻母管 (理設部除く)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「戻母管分岐点～ラブチャディスク」と記載

記裁の適距化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点～連絡管レジエーサ (10X8)」 と記載

記載の適王化を行うも既五事計画書には「連絡管分岐点～デイ‐ゼノ″発電機」と記栽

記載の道正イヒを行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12X心)及び合流点」と記載

記載の邁正化を行うよ既工事計画書には「レジューサ (12× 3)～海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)への取替 えを行 う。

STPG42周等材 (STPG410)仝の収替 えを行 う。

記載の適正化を行う。,モエ事計画書には「STPG42」 と記載

本設備は記哉の適正Fとのみを行うものであり、手続き対象外である。         一
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 17

麗

特記事項

声
ドレ/

検査立会責任者

源 主任技術者

れイラ″・夕宅ツユ位汲筋

原子力検査官

彰 八 堵

考 √ぐ重 形ぎ

検査結果

孔

検査年月日

考予禾日

『
年
月Iう日

i4
十



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
共通事項    ・

検査年月日 }令和

検 査 場 所 :関西電

添付資料 1

1-17

日

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検―

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。         |

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。

記録確認

う4



関西電力株式会社高浜発電所第 2号機
(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 17

襟査年月日!令和 J年
1今

F
検査場所 :関西電力株式会社高浜愛堪渉

検査前確認事項

備考確認方法 結果確認事項

記録確認申請者の品質記録が準備されていること。

ぽ―図面等確認必要な図面等が準備されていること。

良記録確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

立会/

舗
系統構成が完了していること。

低



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 2号機 使用前検査記録
'(三
号検査)'

成績書管理番号 :卜 17

棧朝景:こ遂概込魯え写
検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉*甫機冷却設備

主配管

別添 1参照の太線枠内の範囲

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

(放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備)

熱交換器

別添 2が照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

孔
期

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験 。検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T2■ 30014〔 T2-併 0015(その 1)、 T2-3-0016′

能



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日
原子炉冷却系統施設  '

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るもυ)を除く。)に あつては、次の事項
9 原子炉補機冷封〕設備に係る次の事項
(3)主配管の名称、最高使用l十_力 t歳高使用温度、外径、厚さ及び材料

`常設

認可 )

畳

浬
郭
畔
含
＼
ぼ
）

（◆
譜
い
■
卜
沌
冨
コ
）

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5

SS41

変更なし

厚   さ

(mm)

(注 3,ii

508.0 -

/ 1

(ilit,S)

9,5

/

/
406_4

/
9,5

外   径

(lllla)

最ヽ高使用

温  度

(℃ )

く,Hl)

95

最高使用

圧  カ
(ぱ a)

(注1,

0。 98)

変更なし

(注1)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

(注 1,

9.5

1

1

1

1

SS41

(注 3)

9,5 1SS4

厚   さ

(1■ll)

外   径

(llln)

(学 3ヽ)

508.0

(注 3)

508.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

最高使用

圧  カ

(碑 a)

(溝 2)

0.98

(注 2'

0.98

名 称

(注τl

供給母管

l次系

冷却水ク‐ラA

分岐点

供給母管

l次系

冷却水クーラC

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(次ページに続く)



・エ
デ
´

毬

変 更 後

材   料

(遊 5〕

SS41

厚   さ

(Inm)

(注8,5)

9。 5

/
9.5

/
9.5

最高使用

温  度
(℃ )

外   径

(lJ出 )

(注 3,5)

508,0

/
508,0

/
406.4

最高使用

曜  カ
(MP3)

(産 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
去F
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

1外  径

(阻 )

名 称

(崖 7〉

供給母管

1次系

冷却水クーラA

分岐点
.

供給母管

1次系

冷却水クーラC

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

波
郭
牌
０
＼
ド
）

（◆
替
ａｔ
卜れ
こ
コ
）



崎
→

変 更 後

材   料

変更なし

(注 5,S

SS41

(澁らl

SS41

Oと 馬!

SS41

外 径 厚 さ

(lHl)  (allll)

(注3,5,6)

9。 5

(注岳,的

508,0

/
355.6

(注と,S〉

9。 5

/
9.5

"|

(注 3, (注3.5)

9.5

/
9.5

/

508. 0

/

508.0

/

(注3,516)

508.0

最高使用

温  度

(℃ )

(注な)

95

最高使用

圧  カ

(ぽ a)

変更な し

く注1)

■ 2

(注 4)

1 2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(lln)

(歳 3)

9.5

外   径

(ェ lili)

(注3)

508,0

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力
´
徹Pa)

(注 2)

0.98

名 称

(注 8)

供給母管

1次系

冷却水クエラC

分岐点

1次系機器冷却水

母管分岐点

充てん/高圧

注入ポンプ行き

上流

ャレジュ=サ

(20X14)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

習
郭
岸
６
＼
ぺ
）
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変 更 後

材  料

変更なし

(注 3,d

、STPT42

厚   さ

(■盟II)

(,3,5,6)

9.5

外   径

(nm)

(JIdi S,S〕

355,6

最高使用

温  度
(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

変更なし

(注4)

1.2

(注4)

1,2

称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

次系機器冷却水

母管分岐点

充てん/高圧
0。 98 95 355。 6 9。 5 STPG42

原
子
炉
補
篠
冷
舞
設
備

注入ポンプ行き

上流

レジュエサ

(20X14)

次系機器冷却水

母管分岐点

充てん/高圧

注入ポンプ行き

厚   さ

(畜B□巳)

外  径
く障m)｀

最高使用

温  度
(℃〉

名

高使用

カ

(団Pム )

聖
鶉
Ｐ
令
＼
ド
）
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）



変 更 後

外  径 1厚  さ

(mill)|(“ illl)

材  料

変更なし

(注3.乳 6)

406.4

(注3.5,

9.5‖
(と5,G

SS41

(注 9,5)|

406.4 -

/

(注3.5)

9:5

/ (注も

SS41

/ /
9,5323 9

最高使用

温  度

(P(〕 )

(ユ ii4)

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

変更なし

(注 1)

1.2

(y亀 :4)

1.2

称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材
―
料

SS41

厚    さ

(141n)

(注3)

9.5

外   径

(lIIli)

(注 3)

406.4

最高使用

屋  度
(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

(注 10)

1次系

冷却水クーラB

4ロ ライン分岐点

1次系機器冷却水

母管分岐点

格納容器循環

冷暖房ユニット

行き ｀

原
子
炉
補
機
ハ
却
設
備群

一

ヨ
郭
洋
含
＼
ぎ
）

（↓
譜
頓
＝
心
沌
ヽ
コ
）



D

津

変 、更 後

材  料

変更なし

(45,6〕

SS41

(と 5!

SS41

厚   さ

(Itt11)

(と3,勇 う)

9,5

〈をと3,S)

9.5

/

/
915

外  径

(阻 )

(注3,S,6)

406.4

(と争,S〕

406.4

/

/
323.9

最高使用

温 :度

(℃ )

変更なし

(住刺

16と ヽ

(ユ 114〕

161

最高使用

匠  カ
(MPa)

変更なし

(Vヽ 4)

0:98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

SS41

厚   さ

(囲)

(注 3)

9.5

外   径

(燃臓)

(注 3)

406。 4

最高使用

ユ屋  度
(℃ )

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注 2)

0,98

名 称

(注櫓ン

と次系機器冷却水

母管合流点

格船容器循環

冷暖房ユニット

戻 り ｀

むヘンダ戻り

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

浬
郭
ド
６
＼
ざ
）

（◆
営
い
■
ド
湧
岳
コ
）



¨
］

変 更 後

材   料

変更なし

変更なし

変更なし

(ユ〕:3,5, (ユ113,5,

9.5

くお:5,

SS410。 98 95 508,0

厚   さ

(min)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(FkEチ )

名 称

1最高使用

1圧  カ

| (MPa)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

SS41

SS41

厚   さ

(mm)

(注 3)

9.5

(注 3〕

9,5

外  径

(1肛ll)

(注 3)

508.0

く注3)

508,0

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注 2)

0.98

(注2)

0,98

名 称

(注 14)

内部不プレ

クーラA、 B下流

レジニーサ

(20X14)

1次系冷却水

タンク

連絡配管接続点

(注 1■

1次系冷却水

タンク

連絡配管接続点

1次系

冷却水ポンプ

A、 D  ″

入ロライン合流漁

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

運
郭
ド
弯
＼
ぎ
）

（◆
螢
”
載
ド
れ
岳
コ
）



傘

変 更 後

材  料

変更なし

〔と5

SS41

(注 Si

SS41

外  径 1厚   さ
イ    (ぃm)(mm)

に乳瑠
(渡 3,S〉

9.5

/
9.5

/
9.5

508 0

/

508 0

/
508:0 ,

(注 3,8)

508.0

/
508.0

/
406。 4

(注3,5)

9.5

/
9.5

/
9と 5

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注4)

161

(注■)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注4)

0.98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

SS41

厚   さ

(1騒m)

(注 3)

9.5

外  径

(llun)

(注 3)

508.0

最高使用

温  度
(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0,98

名 称

(江 15,

1次系

冷却水ポンプA

入ロライン合流点

1次系

1冷却水ポンプD

代回ライン合流点

原
子
炉
補
機
冷
翼〕
設
備

澄
郭
〕
含
＼
ぎ
）

（↓
営
頓
載
卜
れ
ヽ
コ
）



岱
η

変 更 後

径
|

外 厚   さ材  料

(mm) (mm)

変更なし

(江ユ.S,

406.4‖
(注 3,5,

9.5 1

(注 S,耐

SS41

(注3,5)

508.0

/

(平 l:3,

9.5

/ (注】

SS41

/
40614

/
9.5

最高使用

温  度
(℃ )

変更なし

(注 4〉

161

(注 4)

161

握
高使用

カ

(MPa)

名 称

変更なし

(注4)

0。 98

変更なじ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前
|

厚  さ材  料

(盟麓)

SS41

注3)

9.5     SS41

(注 3)

9.5

外  径

(剛 )

(注 8)

40614

(江 3)

508,0

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注夕)

0:98

名 称

(滋 16」

1次系

冷却水ポンプ

A、  B、  C、 D

入ロライン合流点

1次系

冷却水ポンプ

A、 B、 C、 D

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

涎
郭
ド
Ｇ
＼
ド
）

（↓
営
胡
載
さ
れ
ヽ
コ
）



ヽ

「
，

一
　
　
　
一

う

“ヽ

変 更 後

材  料

変更なし

(逢5,6

SS41

(注】

SS41

厚  、さ

(lllin)

(注乳 6.6)

9,5

催ョ.5,

9,5

/
9.5

外  径

(14廂 )

(滋3,5,6)

406.4

(注3,5〕

406.4

/
323.9

最高使用

温  度
(℃ )

変更なじ

(注■)

工61

く,10

161

最高使用

圧  カ
(離Pa)

変更なし

(注 4〕

0.98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 苗

材  料

(注 :

l次系

冷却水ポンプ

A、  B、  C、  D

0,98 95 406.4 9.5 SS41

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系
‐

冷去岡水ポンプ

A、 B、 C、 D

ロライン

厚   さ

(臨)

外  径

(躙撤〉

最高使用

温  度
'(℃

)

名 称

高使用

カ

(MPa)

ヨ
郭
岸
含
◇
＼
ぼ
▼

（◆
営
働
常
ヽ
沌
岳
コ
）



ヽ
　
　
′

‘牽

変 更 後

材 t料

変更なし

(注0

SS41

厚   さ

(mm)

(虚3,S)

9.5

/
9,5

/
9。 6

外   径

(議 )

〈注3.5)

508.0

/
508,0

/
406。 4

最高使用

温  度
.(℃ )

変更なし

(建4)

161

(注4)

161

最高使用

圧  カ
(MPa)

変更なし

(注・1)

0。 98

名    称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(m阻)

(滋3)

9.5

外  径

(皿a)

(逮 3)

508.0

最高使用

温  渡

(℃ )

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注 t

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系

冷却水ポンプA

ロライン分岐

1次系

冷却水ポンプD

ロライン分岐

ヨ
鶉
洋
含
μ＼
ぼ
）

（◆
営
頓
載
お
油
冨
コ
）



軒ψ

変 更 後

材  料

変更なし

(注工て

SS41

(注 5

SS41

厚   さ

(lllm)

(注 3,島 6)

9,5

(注3,6)

9.5

/
9.5

/
9,5

外   径

(dと4)

(注3,5,6)

508.0

(注3,5)

508`0

/
508,0

/
406.4

最高使用

温  度
(℃ )

変更なし

(注■〕

161

(注 4)

161

最高使用

圧  カ
(MPa)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし
(注4)

0.98

名 称

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(IInl)

(注 3)

9.5

外   径

(:田劇B)

(注 3)

508.0

最高使用

温  度
(℃ )

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注2)

0。 98

名 称

(注 E

1次系

冷却水ポンプ

A、 D

出ロライン分岐漁

1次系

冷却水クーラ

A、  C

八 ロライン合流兼

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

遭
辣
ド
（臣
＼
ぼ
）

（◆
営
頓
増
ふ
油
“
コ
）



〔や

変 更 後

材  料

変更な し

くと5,d

SS41

(注 5)

SS41

(注 5〕

SS41

外 径 1厚 さ

(霊im)|(Rttll)

(注仇 5,

508.0 4

(注 3,5,6)

9。 5

(注 315)|

508,0 1

(注3.5)

9,5

/
9.5

/
406.4 1

(注 3,5)| (注a,5)

9.5

/
9.5

/
9.5

508.0

/

508.0

/
508,0 .

最
‐
高使用

温  度

(q【〕)

変更なし

(こと4)

161

(注4)

161

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注 4)

0。 98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚   さ材  料

(IIull)

(注 3)!

9.5 SS41

外  径

(ll皿)

(注 3)

508,0

最高使用

温1 度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

1次系   ｀

冷却水クーラ

A、  C

入ロライン合流点

1次系

冷却水クーラ

B上流

レジユーサ

(20X16)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

證
郭
〕
（岳
＼
ぺ
）

（◆
営
朝
＝
卜
れ
お
コ
）



ミ
９

変 史 後

材   料

変更なし

(注5,6)

SS41

厚   さ

(面m)

(注3,S,6)

9.5

外   径

(llHi〉

(車主3,5,6)

406.4

最高使用

温  度
(℃ )

変更なし

(注 4)

161

(澁 1)

161

最高使用

臣  カ
(MPa)

′変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

0.98

名 称

変 更 前
|

|

厚  誉材 料

(mm)

(浅 3)

9,5 SS41

外  径

(工盟l)

(注 3)

406.4

最高使用

温  度
(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注 21)

l次系

冷却水ク家ラ

A、  CI

入ロライン合流点

及び

1次系

冷封〕水クーラ

B上流

レジユーサ

(20X16)

1次系

冷却水クーラ

A、  C及 び B

原
子
炉
補
機
玲
却
設
備

遭
郭
騨
含
ド
＼
ド
）

（↓
営
銅
，
卜
沌
Ｓ
コ
）



ミ
一

変 更 後

材  料

変更なし

(注5,6)

STPT42

(注5,6)

STPT38

厚   さ

(■ ull)

(れ3,S,の

9,3

(注 3,5,6)

9,3

外   径

(lШl)

(注 3.5,6)

273.1

く注3,5,6)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(れ 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

く注4)

と。2

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

(注41)

STPT38

(泣 80)

STPT370

f遊43)

STPT38

く注80)

STPT870

厚   さ

(担mi)

(注 3)

9.3

(江3,43)

9.3

(注 3,30,

9.3

(注3,43)

9.3

(注 3,30)

9。 3

外   径

(illill)

(津 3)

273,1

(注と,43)

267.4

(注3,80)

267.4

(注3,43)

267.4

(注 3,80)

267.4

最高使用

温  度
(℃ )

95

95

最高使用

圧  力

(貯 a)

(注 2)

0.98

(注か

0,98

名 称

(注29)

1次系巧装器冷却水

母管分岐点 |

′B使用済

燃料ピット

クーラ行き

B使用済

燃料ピットクエラ

供給離管分岐点

(洋 29〉

B使用済

燃料どットクーラ

供給建管分岐点

B使用済

燃料ピットクーラ

原
子
炉
補
機
冷
去1,
設
備

選
募
μ
含
頓
＼
ぼ
）

（◆
営
ω
■
卜
沌
“
コ
）



く
や
，

変 更 後

材  料

変更なし

(裡 5,G)

STPT42

(注団

STPT42

外  径 厚   さ

(mm) (ill:■ )

(注3,3,

88.19

(注 3,5,

5,5

(温3,5)|  (注 3,

88.9

/
88.9

/

5.5

/

5.6

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注 1)

1.2

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
封l
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(lllm)

(注 3)

5。 5

外   径

(mm)

(注3)

88.9

最高使用

温  度
(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MP五 )

(r王 2)

0。 98

名 称

1次系機器冷却水

母管分岐点

む余熱除去ポシプ

他行き原
子
炉
補
機
冷
去II
設
備

熱除去ポンプ

及び

内都スプン

ポンプ室

空調装置

冷却ライン

入日配管分岐点
浬
郭
ド
含
ω＼
ぎ
）

（↓
譜
萌
常
心
れ
ヽ
口
）



ｑ
鶴

変 更 後

材   料

変更なし

(注 5,6)

STPT42

(違 5)

STPT42

厚   さ

(llull)

(注3,5,お )

6,0

(注3,5)

6.0

/
6!0

/

外   径

(llull)

(注3,5,6)

114.3

(注3,3)

114,3

/
114.3

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

95

名 称

尿
腫

高使用

カ

(MPa )

1変更なし

1.2

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

1.2

変 更 前

厚   さ 料

(mm)

k滋 3)

6.0 STPG42

外  径

(ll■ll)

(注 3)

114,3

最高使用

温  度
(℃ )

95

最高使用

圧   力

(MPム )

(性 2)

0.98

名 称

1扶不幹警冷却水|
母管分岐点 |

充てん/高圧 |

注入ポンプ

行き

充てん/高圧

注入ポンプ室

B空調装置

冷封lライン

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

れ
工
郭
ド
含
く
＼
試
）

（◆
営
９
常
卜
ｈ
エ
コ
）



変 更 後

材   料

変更な し

(注 5,6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(llull)

015,6)

(最小〉

6:0

(注 3)

(6.Ol

最高使用

温  度 外   径

(q(〕 ) (hm)

(了I:3,5,6)

(差し込み

内径 )
96

61.1

名 称

1最高使用

1圧  力

(MPa )

変更なし

1.2

原
子
炉
補
糠
冷
却
設
備

変更なし

て注1)

1.2

変 更 前

厚 さ 材 料

(lШ4)

(注 3)

3,9 STPG42

外   径

(■とll)

(注 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匠  力

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

(と 41

B余熱除ムAポンプ

及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷却ライン

レジューサ (3× 2)

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

レジi―サ

(2× 1 1/2)

及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷却ライン

レジュ‐サ

(2Xl 1/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヾ

渡
郭
μ
含
∞
＼
ミじ
　
（↓
替
９
常
ヽ
沌
岳
コ
）

(次ベージに続く)



変 更 後

材   料

(澱 i5,

ASTM

A105

Cr Ⅱ

(S25C

相 当)

最
‐
高使用

温  度

(℃ )

外 径 厚 さ

(口m) (Bull)

く注 3,ゆ | (注 5)

88,9

4.8

/

(最小)

6.0

(,113)

(5。 5

/
6.0)

/
95

61.1

最高使用

旺  力

(MPa)

(注1)

1,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外   径 厚   さ

(Ilttli) (lllln)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注41)

B余熱除去ポンプ

及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷却ライン

レジューサ (3× 2)

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

レジューサ

ー
(2× 11/2)

「
及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷却ライン

レジューサ

(2Xl 1/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ゞ
η

．遭
郭
騨
（る
＼
ぎ
）

（◆
営
働＝
卜
沌
Ｓ
コ
）

(次ベージに続 く)



篭
ふ

変 更 後

材   料

(注 3)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S2ち C

相 当 )

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 1庫
|

|(日 lΠ l)

さ

(mm)

(注 3,「 )| (注 6)

(差し込み

(最小 )

6.0

/

61 1 /

(最小)

6.0

(注 3)

(6.0

/

/
95

/
(差し込み

61.1

/
610)

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温   度 1外 ′径

|(llun)

厚   さ

(℃ ) (lma)

最高使用

圧  力

(翌 a)

名 称

(注 41

B余熱除去ポンプ

及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷封lライン

レジューサ (3× 2

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

レジューサ

(2× 1 1/2)

及び

C、 D内部スプレ

ポンプ

冷却ライン

| レジューサ

(2Xl 1/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

澄
鶉
ｐ
Ｏ
ｏ
＼
ぎ
）

（◆
営
釦
＝
卜
れ
“
コ
）



竜『

変 更 後

材  料

変更なし

(注5,6)

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相 当 )

(注Sl

ASTM

A105

Gr■

(S25C

相当)

厚   さ

(剛 )

くれ5,6)

(最小)

5.5

(注3)

(5,5)

(,15)

(最小 )

4.0

/
(最小)

4.0`

(ユ 1:3)

(4.0

/
40)

外 径

(llln)

(柱 3,5,6)

(差し込み

部の内径)

48,7

(れ3,5)

(穴径 )

15.4

/
(大径)

15.4

最・高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

名 称

1最高使用

圧  力
|

|(MPa)

1今

更な し

1.2

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

1.2

変 更 前

厚 さ材 料

(■lli)

(ン13.

2.8

01 (了113〕

STPG42

(注 a)|

3.7  1 STPG42

外  径

(肛un)

(43,43)

21.3

(注 3)

48.3

最高使用

温  度
(℃ )

95

最高使用

圧  力

(醒 a)

(イ I空 )

0.98

名 称

(注 4?】

|

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

レジューサ

(2Xl 1/2)

B余熱除去ポンプ

原
子
炉
補
機
冷

‥却
設
備

選
郭
卜
Ｏ
ド＼
濯
）

（↓
蟄
頓
載
卜
沌
あ
コ
）

(次ページに続 く)



変 更 後

材  料

(ユ15)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 婆)

厚   さ

(阻m)

(注 3,

95

(穴径 )

40.5

/
(穴径 )

40,5

(最小 )

5,5

/

(最小)

515

(注3)

(5.5

/
5,5)

最高使用

温  度
(℃ )

外  径

(Httll)

最高使用

匠  カ
(MPa)

(Vヽ 4)

と.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
郵
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚 さ

(lI題) (隠m)

最高使用

温  度
(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

くと42)

B余熱除去ポンプ

冷却テイジ

レジューサ

(2Xl 1/2)

B余熱除去ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ｇ
ω

(次ページに続く)

澄
郭
Ｐ
奮
博
＼
ぼ
）

（◆
蓄
観
載
ぶ
油
Ｓ
Ｈ
）



ヨｎ

変 更 後

材   料

(注岳)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当)

最高使用

温  度

(℃ )

|

今患q厚遮)芦
儀 3,S】 (‐淳 S)

(最小 )′

5.5

/(差し込労

48.7

/
/
(最小)

5,5

(注3)

(5.5

/

95

/
(差し込み

48.7

/
5.5)

最高使用

匡  カ
(甑Pa)

(注0

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚   さ 材  料

(騨)

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ポ ン

冷却ライン

レジューサ

(2Xl 1/2)

除去ポン

選
郭
牌
命
ω
＼
ぎ
）

（↓
営
銅
常
ヽ
沌
Ｓ
コ
）



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日 認可)

φ
０

変 更 後

厚  さ材  料

(llin)

変更なし

(注315,G) (注 S,6)

9.5 STPT42

Ч
(注 3,

10,3

/
10,3

/

(注 5)

STPT3 8

変更なし

外  径

(mm)

(注 3,5.S,

323,9

(注 3,5)

318.5

/

318.5

/

最高使用

温  度
(℃ )

(ユト4)

95

(注 4)

138

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注 4)

112

(ユ Iil)

1.2

くと4)

1.2

称

変更なし

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
去口
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

STPG42

厚   さ

(IllHl)

(注 3)

9.5

(注 3)

9.6

外   径

(mm)

t注 3)

32319

(注 3)

323.9

最高使用

温  度
(℃ )

95

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

(,■″)

0.98

(注 2)

0.98

名 称

(注 5り

1次系機器冷却水

母管分岐点

格納容器籍環

冷暖房ユニット

イ子き

ジP(2MOV-5160A)

(注 32)

弁 (2MOV工5160A)

格納容器貫通部

PEN草256

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

浬
郭
Ｐ
含
ヽ
＼
ド
）

（◆
轡
ω
＝
卜
ｈ
お
コ
）



変 更 前 変 更 後

最高使 高使用 最高使用 高使用

″名 称 圧 .カ

(MPa)

厚   さ 料 名 称 力 温 F畢  さ

(℃ ) (Hし吼) (mm) (MPa)
I(℃

) (IBl11) (mm)

0,98

(ュ主れ

1,2

95 323.9 9,5 STPG42 1.2

(注4)

95 変更なし

1次系機器冷却水

母管分岐点

格納容器循環

冷暖房ユ手ット

4子き

〔注3,

823,9

(注 3,

9.5

(注 6)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

STPT4 2
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

f fitt
(立Ⅲ3!

95 3 10,3

/
10,3

/

変更なし

弁 (2MOV-5160A) /

318,5 STPT38

/

弁 (2MOV-0160A)
,I (イヤ

1,2 138 323 9 9.5 STPG42 変更なし
格納容器貫通都

PEN#256

工事計画本文 (関原発第 123号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

ω
一

翌
郭
眸
ぐ
伽
＼
ぺ
）

（↓
掛
萌
載
膵
沌
あ
コ
）



↓
）

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,α

STPT42

(ユ〕151

STPT42

(注 ,

STPT42

厚   さ

(mm)

(注 3,8,6)

9.5

t注3,S)

9,5

/
9.3

(注3,5)

9。 5

/
9.5

/

外  径

(lIHl)

(洋こ,S,6)

323.9

(注3,5)

323.9

/
273.1

(江3,5)

323.9

/
32319

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

138

名 称 1邑

高使用

カ

(IIPム )

く注4)

1.2

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

厚   さ 1材
|

料

(皿m)

(注 3)

9.5  . STPG42

外  径

(llull)

(注3)

323,9

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧   力

(MPa)

(注 2)

0,98

名 称

(注52)

格納・容器貫通部

PEN#256

格納容器賞通部

PEN専256

下流

レジュ‐サ

(12× 10)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

證
鶉
畔
（Ⅸ
＼
ぼ
）

（◆
譜
翰常
ドれ
エ
コ
）



一あ

・

醗

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,6

STPT42

(薄5

STPT42

厚    さ

(mm)

(注 3.5,6〕

9,3

(れ3,5)

9。 3

/

/
7.1

外   径

(□霊)

(注3,S,6)

27311

(注 9,5)

273.1

/

/
168,3

最
―
高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

138

最高使用

圧  カ
(よ軽)a)

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
去B
設
備

変 更 前

外   径 厚    さ

|

F
親

(I田1) (阻1)

昴3.J 淑 sP鯉

高使用

度

(℃ )

制 95

名 称

く注S劇

格納容器賞通部

PEN群 256

下流

レジューサ

(12X10)

B格納容器循環

冷暖房ユニット

行き分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

渡
辣
牌
Ｏ
ミ
＼
ド
）

（◆
営
朝常
ヽ
沌
Ｓ
雪
）



変 更 後

材  料

変更なし

(れ5,6)

STPT42

(イi:5)

STPT42

(注 5)

STPT42

厚    さ

(mm)

(注3,3,6)

7.ユ

〔れ3,5)

7.1

/
6.0

(注3.5)

711

/

/
7.1

外  径

(IIⅢl)

(注 3,S,6)

168。 3

〔注3,5)

168.3

/
114,3

(注 3)5)

168.3

/

/
168.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

138

名 称 1屋

高使用

‐
力

(MPa)

(註 4)

1.2変更なし

原
子
炉
補
様
冷
却
設
備

変 更 前

厚   さ 材   料

(lIHIl)

STPG42

(注 3)

7.1

外   径

(■Шl)

(注 3)

168.3

最高使用

温  度

(℃ )

-96

最高使用

匠  力

(MPa)

く注り

0,98

名 称

(注 54)

B格納容器循崇

冷暖房ユニット

行き分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニット

八日上流

レジューサ

(6X4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

早

(次ページに続く)

遭
郭
牌
（溺
＼
醍
）

（◆
智
萌
常
卜
れ
と
コ
）



腎

変 更 後

材  料

(注 5,

STPT42

厚   さ

(8岨ll)

(注3,

168.3

/

168.3

/
114.3

7.1

/

7.1

/
6.0

138

最高使用

温 サ!::: | 外  径

(℃ ) (1llll)

最高使用

圧  力

(MPa)

(ユ I:1)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(mm) (mm)

最高使用

圧  力
最高使用

温  度

(℃ )(MPa)

名 称

(注脇)

B格納容器循崇

冷暖房ユニット

行き分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニット

入向上流

レジューサ

(6X4)

原
子
炉
1補

機
冷
却
設
備

ピ
鶉
牌
（毬
＼
試
）

（◆
譜
頓
載
ふ
温
岳
コ
）



∞
い

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,6)

STPT42

くと5)

ASTM

A105

Gr■

(S25C

相当)

犀   さ

(IIHl)

(注 3,5,6)

6:0

(注 5)

5。 2

/
(最小)

6.0

(注 3)

(6.0

/
6.0)

外  径

(llun)

(注 3,S,6)

114.3

(ユ13,5)

i14,3

/

(差し込み

部の内径)

61,1

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

138

名 称

1最高使用

1産 ヵ

l(MPa)

(注4)

1.2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外   径 厚 さ 材 料

(mm) (8■4)

測
(注 3)

6.0 STPG42

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(,12)

0,98

名 称

(注 5R

A格納容器循環

冷暖房ユ■ット

八日_上流

レジューサ

(6X4)

及び

A格納容器循環

冷暖房ユニント

入H上流分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニント

入口下流

レジューサ

(4X2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

遭
郭
牌
（沼
＼
ぼ
）

（◆
営
９
■
ド
れ
ヽ
コ
）



変 :更 く後

材  料

変更なし

(注 31

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当)

外 径 1厚 さ

(服畑) (mm)

(注 3,S, (注 5)

(差し込み (最小)

第の内径)

61.1 7.3

(注 3)

(7.3)

最高使用

温  度

(℃ )

(注■

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(1lull)

(注 3)

3,9

外   径

(lRIll)

(注 3)

60.3

最高使用

途  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

Oi 98

名 称

レジエ‐サ  |

(4× 2)

及び

A格納容器循環

―
冷暖房ユニガト

入口下流分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニット

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ω
―ミ

(次ページに続く,)

翌
郭
騨
６
騨＼
ぎ
）

（↓
営
頓
載
ふ
沌
Ｓ
コ
）



嶋
∞

変 更 後

材  料

(注 5)

ASTM

A105

Gr五

(S25C

相 当)

厚   さ

(mm)

(注

`"

(最小)

6.0

/

/
(最小)

6.0

(注 3)

(6,0

/

/
1 6.0)

外  径

(lam)

(注816)
|

(差 し込み

部の内衛

61.1

/

/

(差し込み

部の内径)

61.1

最高使用

温  度
(℃ )

(■ :4)

188

最高使用

圧  力

(MPa)

針 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚 さ 材 料

(ml■)

外 径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

睡  力

(MPa)

名 称

〔色53)

A格納容器循環

冷暖房ユニント

入口下流

レジューサ

(4× 2)

及び

A格納容器循環

1冷暖房ユニッ ト

八日下流分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニット

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

湮
鶉
，
（紹
＼
ぼ
）

（◆
営
銅
常
さ
れ
ヽ
コ
）



変 更 後

材   料

変更なし

(れ 4〕

1。 2 161

し (最小 ) ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

61.1 7,3

(ユ 1:3)

(7

高使用

カ

高使用

名 称 さ

(MPa) (℃ ) (Illlll) (■lal)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚 さ 材
‐
料

(lDコ a)

(注 3)

3,9 STPG42

外   径

(1と配l)

(注3)

60,3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

(津58)

A格納容器循環

冷暖房ユニント

A格納容器循環

冷暖房ユニット

器口上流

レジユーサ

(4× 2)

及 び

A格納容器循環

1冷暖房ユニウト

1翠

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

ψ
一つ

(次ページに続く)｀

ヨ
郭
牌
Ｏ
ω
＼
ド
）

（↓
営
ω
■
ド
れ
ヽ
コ
）



う
０

変 更 後

最高使用

温  度
(℃ )

外 厚 料

(lnm)

(注 3,5)|

|

(注 5〕

(最小 )

6,0

/(差 し込み

61.1

/
/
(最小)

6.0

(注 5〕

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

161

/ (注 3)

(差し込双 (6,0

/

61.1

/
6.0)

最高使用

圧  力
(MPa)

(注 4)

1 2

名 称

変軍な、し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

最高使用

温  度

(℃ )

外

|

径|厚   さ

(mm) (mm)

最高使用

圧  力
(MPa)

名 称

〔産56)

A格納容器循棗

冷暖房ユニット

A格納容器循環

冷暖房ユニント

出口上流

レジュエサ

.(′4X2)

及び

A格納容器循環

冷暖房ユニット

岬口上流

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

翌
郭
孵
０
卜
＼
Ｆ
）

（↓
轡
頓
引
卜
ｈ
ヽ
コ
）



玲

変 更 後

材   料

変更なし

(注 5)

STPT38

(注 5`6)

STPT42

(れ 5)

ASTM

A105

0rエ

(S25C

相当)

(注 5)

STPT42

外 遺1厚 さ

(lIHl)― (mal)

(注豊・

114.3

5) (注 3,5〉

6と 0

(注3,5,6)  (注 3,3,6)

114.3.1 6.0

(注 3,5) (注 5)

5,2

1 /

ゲ 録|
(差し込み  

。・
!

邪?守苔
(a∫

働
61.1
/
1 6と 0)

(れ 3,6)|

168.3 1

/

114.3

(注3,3)

7 1

/

6.0

最高使用

温 1 度

(℃ )

(注 4)

161

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(al題 1)

(津 3)

6.0

外   径

(llull)

(注 3)

114.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧   力

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

(注57

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出口上流

レジェーサ

(4× 2)

A格納容器循秦

冷暖房■ユット

出日下流

レジューサ

(6× 4)

及び

A格納容器循環

冷暖房ユニ ッ ト

出日下流 、

合流点

原
子
炉
補
概
冷
却
設
備

遭
郭
騨
６
釦
＼
ぼ
）

（↓
習
朝
れ
卜
ｈ
Ｓ
口
）



変 更 後

変更なし

(注 5,ω

STPT42

(‖15i

STPT42

(注劇

STPT42

厚   さ

(IllEl)

(Vi31 5,6)

7.1

(注3,5)

7.1

/
7.1

/
7.1

(注3,5)

7.1

/
7.1

/
6,0

外   径

(■lm)

(注8,5,6)

168.3

くれ3,5)

168.3

/
168.3

/
168。 3

(江1,⇒

168,3

/
168:3

/
114.3

高使用

度

(℃ )

1,2 161

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
去露
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(llttI)

(注 3)

7.1

外   径

(mm)

く注 3)

168.3

最高使用

温  度
r(℃ )

95

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注 2)

0,98

名 称

(旗 581

A格納容器循環

冷暖房ユ■ ン ト

出白下流

レジューサ

(6X4)

モ、B格納容器循環

冷暖房ユニット

出日合流点

原
子
炉
補
機
冷
去II
設
備

お
ド

ヨ
郭
Ｐ
ａ
ω
＼
ぱ
）

（◆
譜
頓
■
ド
れ
エ
コ
）

(次ページに続く)



ｎ争

変 更 後

材   料

(連0

STPT42

外 径 厚   さ

(mm) (lltta)

(連 3, 〈注8,5)

168.3

/
7。 1

/

/
168.3

/
7。 1

最高使用|

圧: カ

(MPa)

最高使用

凝 1度

(℃ )

(平111)

1611.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(■m)

外  径

(mln)

最高使用

圧  カ

(lIPa)

晟

1温

高使用

度

(℃ )

名 称

(注58)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

A格納容器循葉

冷暖房■ニット

出日下流

レジゴーサ

(6X4)

B格納容器循環

冷暖房ユニジト

出日、合流点

遭
郭
牌
（駕
＼
ぼ
）

（↓
営
９
常
卜
ｈ
岳
コ
）



ｈ

オ

蛉や

変 更 後

材   料

変更なし

(注ら,61

STPT42

(注 5)

STPT42

厚   さ

(聞m)

(注 3,S,6)

9,3

t注3,5)

9.5

/
9.3

外  径
(mm)

(注缶 5,6)

273,1

(注3,5)

323.9

/

273.1

最高使用

温  度
(℃ )

(ユlil

161

最高使用

圧  カ

(題Pa)

(平【1)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外   径 厚   さ材   料

(伍m) (幽)

剌
(洋引
I SⅢG429.8

最高使用

圧  カ
(MPa)

最高使用

温  度
(℃ )

制 95

名 称

(澄591

、ゝB格納容器循環

冷暖房ユエット

出口合流点

代、B格納容器循環

冷暖房ユニット

出口合流点下流

レジューサ

(12X10)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

濃
郭
ｗ
（器
＼
ぼ
）

（↓
習
９
常
卜
通
エ
コ
）



Å
「

変 更 後

材  料

変更なし

(■ 5,む

STPT42

(れら

STPT42

(注 5,G

STPT42

外 径 厚 さ

(mm) (mm)

(江3,5,6)

323.9

(注3,S,6)

9.5

(注3,6)

323.9

/
323.9

/

(江3,5)

9:5

/
9.5

/

(注3,3,

323.9

(注3.5i6)

9.5

最高使用

温  度

(q(〕 )

(注 1

161

く注■

161

最高使用

圧  カ
(MPa)

(注 k)

lr 2

(注 1)

1.2

名 称

変更な し

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(lllill)

(注 3)

9.5

外   径

(ilittl)

(注 3)

323,9

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

制 95

称

(注 60)

A、 B格納容器循環

冷暖房ユニント

脳回合流点下流

レジュエサ

(12× 10)

格納容器真通都

PEN喜257

(注 60)

格納容器貫通部

PEN帯257

蒟卜(2MOV-5160B)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

澄
郭
騨
（毬
＼
ド
）

（◆
営
銅常
ふ
沌
ヽ
コ
）



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年16月 10日 認可)
変 更 後

|

|外ωqF働
さ材 料

変更なし '

く温3,

323.9

/
219.1

升
(連 3,

9.5

/
8.2

(注 5

STPT42

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注′0

161

(注1)

161

最高使用

圧  カ
(MPa)

変更なし

(注 4)

と。2

(注 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚 |さ

(皿a)

(注 3)

8.2

外  径

(題置)

(注 3)

219。 と

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匡  カ

(攣a)

(注2)

0。 98

名 称

(注61)

丁F‐ (2MOV-5160B)

弁 (2MOV-5160B)

下流

レジューサ

(12× 8)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

う
い

遭
郭
い
（占
＼
ド
）

（◆
営
朝
載
卜
沌
岳
コ
）



工事計画本文 (関原発第 123号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

n
4

涎
郭
ド
令
岸＼
ド
）

（◆
甘
働常

れヽ
あ
コ
）

最高使用

(注 4)

と61

(℃ )

度専盈

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注1)

1.2 変更なし

変更なし

(min)(■ lェl)

変 更 後

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

称名

STPT42

8.2219.1

(℃ )

1.2

1.2

0.98弁 (2MOV-5160B)
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

STPG42

(llHl)

称峯 材さ

高使用

変

9,5

/
8.2

外,

(mm)

323.9

/
219.1

弁 (2MOV-5160B)

下流

レジューサ

(12X3)

更 前



変 更 後

材
｀
料

変更なし

STPT370

(注61

STPT870

変更なし

STPT370

(注 5,S

STPT42

STPT370

厚   さ

(呻m)

(注 3)

9.5

(注3,6)

9.5

(注 3)

9.5

(注 3,3,6)

9:5

_(注 J〕 |

323,9

/
318.5

/
323_9

(注 3)

9.5

/
10,3

/
9,5

外  径

(llttl)

(注 3)

323.9

(注3,6)

323.9

(注 3)

323.9

(注3,5,6)

323!9

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

く注t,

161

(注 4)

161

変更なし

く注4)

161

(注 4)

161

名 称

1最
高使用

1圧  カ

|(MPa)

変更な し

(注4)

0198

変更なし

(注 4)

1.2

(す 4)

1.2

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚 さ材 料

(■選Il)

(注 3)|

9.5    STPG42

(注 3)|

9.5    STPG42

外   径

(皿Il)

(注 3)

323.9

(注 3)

323.9

最高使用

温  度

(C)

96

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

(注2)

0,98

名 称

(

チド(2MOV-5160B)

下流

レジューサ

(12× 8)

1次系機器冷却水

母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット

戻 り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日 認可)

為φ

瀬
颯
郭
｝
命
博
＼
ミ
じ
　

（↓
替
９
■
卜
油
岳
コ
）



工事計画本文 (関原発第 123号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

1黙

STPT42

STPT370

変 更 前 変 更 後

最高使用 励 最高使用

名 称  1圧  カ 径 さ 名 称 さ材

(MPa) (℃ ) (mal) (■lm) (MPa) (℃ ) (ltlm) (EIIn)

95 (逆 1)

323.9 9.5 STPG42｀
 0,98 (rr 0 161 変更なし

161
323.9 9,5 STPT370

ゲ辞(2稲OVTb160B)

下流

レジュエサ

(12X3)

〔れ (注 3, (vR13,6)

9,5
変更なし

0.98 16生 323.9 STPT870
1■

劇

11

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

0.98 95 原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

劇323.9 9。 5 STPG42
16 変更なし

1,2 161
(注

323.9

(注

9,5
変更なし

|

と次系機器冷去ll水 STPT3 70

母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニット

ー
戻り

(注 3′

323.9

く注3J

9.5

I

:

|

|

|

|

1,2 161
323.9

/
318.5

/

323.9

9。 5

/

10.3

/
9.5

変更なし

翌
郭
牌
令
ω
＼
ミ
↓
　
（◆
営
９
■
卜
沌
Ｓ
コ
）



↓
〇
〇

変 更 後

材  料

変更なし

(注5.ω

STPT42

(注 5)

STPT42

(注 5)

STPT42

厚   さ

(mm)

(注3,5,6)

5。 5

(注3,5)

6,0

/
5.5

(注3,5)

5.5

/

/
5.5

外  径

(lHl)

(注3,5,6)

88.9

1(注 a,5)

114.3

/
88,9

(注争,5)

88.9

/

/
88.9

最高使用

温  度
(℃ )

('半 4)

95

名

,1最高年用

称  1圧  力

(MPa)

変更なし

(注 4)

1.2

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

(注 3)|

5, 5 STPG42

厚   さ

(mm)

外   径

(■MIl)

(注 3)

88.9

最高使用

温  度
、(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0,98

名 称

¶

充てん/高圧

注入ポンプ室

1空調装置冷却

ライン分岐点

B充てん/高圧

注人ポンプ八日

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
郭
岸
奮
卜
＼
ド
）

（↓
営
ｕ
常
卜
れ
冨
コ
）



変 更 後

材   料

変更な し

(注 3,6〕

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

(と 5〕

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

外 径厚 さ

(mm) (a』 IJ)

儀乳
判 値i9

(差し込み (最小 )

部の内径 )

61.1 610

(注 3)

(610)

(注 3,5)| (注 5)

|(最小)

(穴径 )

40.5

/
(穴径)

40.5

5.5

/
(最小)

5。 5

'(ン i:3)

(5,5

/
5。 5)

最高使用

温  度

(℃ )

()■ 1)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

(注 1)

1.2

(}柱 1)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(Ilttll)

(注 3)

3。 9

外  径

(llull)

(注 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ
(ぼa)

(注 2)

0,98

称

(注64)

B充 てん/高圧

注入ポンプ入口

分岐点

B充てん/高圧

注人ポンプ

冷却ライン入 口

レジニーサ

(2Xl 1/2)

及び

B充てん/高圧

注入ボンプ

油冷却器

冷才llライン人口

レジューサ

(21/2X2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

・ヽ
一
一

浬
郭
牌
命
頓
＼
ぼ
）

（◆
轡
働
＝
卜
油
Ｓ
コ
）

(次ページに続く)



変 更 後

材  料

(注 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

外  径 !厚  さ

(llHと) (mm)

(注 3,5)| (注 5)|

7310

/

(差し込み

部の内径)

61.1

4.5

/
(最小)

6.0

(注 3)

(5.2

/
6:0)

最高使用

温  度
(℃ )

(ユ I:4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(,I:1)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(mm)

邑
高使
極|外   径

(℃ ) (lllili)

最高使用

圧  カ
(MPa)

名 称

(注64】

B充てん/高圧

注入ポンプ入日

分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷封lラ イン八 日

レジューサ

.(2Xl 1/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷渕〕ライン八日

レジューサ

(21/2× 2)

原
子
炉
補
機
冷
去|〕
設
備

一　Ｏ
Ｗ

湮
郭
岸
信
０
＼
ぎ
）

（↓
営
釧
＝
卜
れ
岳
Ⅲ
）

(次ページに続 く)



変 更 後

材   料

(れら,

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

最高使用|

遼  度|
(́℃ )

外  径 1厚 ぷ

(mm) (mm)

(注 3, 6)| (注 3)

88.9

/

4.8

/
(最小)

6.0

1注お)

(5.5

/
6.0)

95
(差し込み

61.1

最高使用

旺  カ

(MPa)

(と 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

B充てん/高圧

注入ポンプ八日

分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン入口

レジューサ

(2Xl 1/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷∃〕器

冷却ライン入日

レジューサ

(21/2× 2)

外   径 厚 .さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度
(℃ )

最高使用

名 称 カ

(MPa)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

一
。
し

運
郭
中
奮
呵
＼
ド
）

（◆
営
萌
れ
ヽ
ｈ
Ｓ
コ
）

(次ページに続く)



変 更 後

最高使用

温  度
(℃ )

外 径 厚 さ 材   料

(mm) (観韓)

(注 3,3) (濠 5)

(差し込み

(最小)

6.0

/
(最小)

6.0

/

(最小)

6.0

(注鉤

(6.0

/
6.0

/
6.0)

61.1

/
(差し込み

(注蒻

ASTM

A105

′Gr E

(S25C

相当)

95
内径)

61。 1

/

(差し込み

61 1

最高使用

圧  力

(MPa)

(■1)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚    さ

(皿m) (lnm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧   力

(MPa)

名 称

(注64)

B充てん/高圧

注入ポンプ入口

分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷封lラ イン入口

レジューサ

(2Xl 1/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン八日

レジューサ

(21/2× 2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

一０
学

瀬
」
や募
μ

令
∞
ミ
ヾ
卜
）
　

（
心
義
コ
頓
れ
ヽ
油

岸
∞
コ
）

(次ページに続く)



一
ｏ
η

変 更 後

材  料

(注5

ASTM

A105

GF Ц

(S25C

相 当 )

駿高使用

温  度

(℃ )

外

m待偏(耐 |
(注3,6)|    (注 5)

(最小 )

6.0

(注 1)

95

(差し込み  //

部の内径)(最小 )

61.1  6.0

/ 1/
(差し込み

部の内径) (ユ 1:3)

61。 1

/
(6.0

/
6.0

/
工

)

最高使用

圧  カ

(1lPa)

(■1)

1,「2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

(

厚   さ

(mm)

外  径

(皿 ll)

最高使用最高使用

温  度
(℃ )

圧

(MPa)

名 称

(注64)

B充てん/高圧

注入ポンプ入日

分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン入日

レジエーサ

(2× とと/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン入目

レジューサ

(21/2× 2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

還
鶉
μ
（も
＼
ば
）

（◆
営
頓
＝
卜
沌
ヽ
コ
）



変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,6)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当)

(注S)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

最
―
高使用

温  度

(℃ )

外   径 厚   さ

(皿dl) (mla)

(注3,S,6)

(差し込み

く注i6)

(最小)

内径 )

48,7 5.5

(注 8)

(5。 5)

(注5)(注 3,5)

95 (最小)

5:5

/
(最小):

5:5

(注 ,)

(5。 5

/
5,5)

(穴径 )

40。 5

/
(穴径 )

40.5

名 称

1最高使用

圧  カ

| (MPa)

変更なし

('■ 4)

1,2

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚 さ 材 料

(llull)

I

3)|

|

|

(,l:

3.7 STPC42

外   径

(■lill)

('1:3)

48.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(イ1:2)

0。 98

名 称

(注65)

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン八日

レジューサ

(2Xl 1/2)

B充てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出口

レジュ‐サ

(2Xl 1/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

一
ｏ
ト

選
郭
伸
Ｇ
◇＼
ド
）

（◆
営
９常
ドれ
Ｓ
コ
）

(次ページに続く)



一０項

変 更 後

材  料

(注 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(HllII)

剰
(最小)|

5.5

/

/
(最小)

5。 5

(注3)

(5.5

/

/
5,5)

外  径

(題m)

(注 3,

升
|

(差し込み

部の内ω

43.7

/

/

(差し込み

部の内径)

48.7

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

名

1最高使用

称  1圧   カ

|(MPa)

(注 4)

1,2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

さ材 料

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(澁651

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷去βライン八日

レジューサ

(2Xl 1/2)

B充てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注八ポンプ

冷却ライン出日

レジューサ

マ
(2Xl 1/2)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

習
郭
〕
合
μ＼
ぼ
）

（◆
智
碗
令
ヽ
油
ヽ
コ
）



命０
０

(注5,61

STPT42

さ1材

(,nm)

(立主3,S,6)

5,2

■ 5

/

(最小)

6.0

て注 3)

(5.2

/
6.0)

(注 5)

ASTM

A105

Gr IL

(S25C

相 婆 )

「(注 5)|

(と3,S,6)

73:0

73.0

/

(差し込み

部の内御

61.1

(と 3.5)

変更なし

変更なし

変更なし

(滋4)

1.2

最

圧

(℃〉

使用高使

(MPa)

称

高

材  料1 名

用

力

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

STPG4295

(注 3)(注 2)

0。 98 73.0 1  5。 2

高使用1最高使用

力1温  度

(MPa).(℃ )

さ

(lⅢl)(五m)

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン入日

レジューサ

t(21/2× 2)

B充てん/高圧

注入ポンプ

B充てん/高圧

注八ポンプ

油冷却器

冷却ライン出口

レジュ●サ

(21/2× 2)

変 更 後変 更 前

蚤
鶉
｝
Ｇ
〕＼
ぼ
）

（◆
替
頓常

油ヽ
お
可
）



変 更 後

材  料

変更なし

外 径

Ftti(饉m)

最高使用

温 、度

(℃ )

1最高使用

名 称

IF

カ

(MPa)

変更なし

変更なし

く注4)

1,2

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前
|

|

F

厚   さ 料

(alェ l)

(選 3〉

3。 9 STPC42

外  径

(■ lll)

(注 3)

60,3 !

1最高使用
|
最高使用

1温  度

|(℃〉

名 称 1臣 力

(MPa)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(農67)

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出日

レジューサ

(2Xl 1/2)

及び  
´

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン出日

レジューサ

(21/2× 2)

(注 2)

0:98 95

B充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管合流点

・一
０
い

渡
郭
甲
Ｇ
ω＼
ド
）

（↓
替
朝常
卜
沌
Ｓ
コ
）

(次ポージに続く)



変 ・更 後

材 1 料

(亨15,S)

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相当)

(江 5)

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相当)

厚   さ

(mm)

(注 S,6)

(最小)

6.0

(イi:3)

(6.0)

(注 5)

4.8

/
(最小)

6.0

(注3)

(5,5

/
6,0)

外   径

(lШl)

(注3,5,6)

(差し込み

部の内径 )

61.1

くれ缶3)

88.9

/

(差し込み

部の内径)

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

くと4)

95

1最高使用

名 称  圧  力

| (MPa)

(注ね)

1.2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

径|外 厚  さ財  料
(lllIIl) (llun)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(注67)

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出日

レジュエサ

(2× 11/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷去「器

冷却ライン出日

レジュ‐サ

(21/2X2)

B充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

，
一
〇

湮
鶉
ド
Ｇ
卜
＼
ぎ
）

（↓
営
い
増
か
沌
あ
コ
）

(次ページに続く)



変 更 後

材   料

(注5)

ASTM

A105

Gr I

(S25C

相当)

厚   さ

(lll:ll)

(注 5)

(最小)

6.0

/
(最小)

6.0

/

(最小)

6.0

(注 3)

(6_0

/
6.0

/
6.0)

外   径

(Il旺建)

(注 3,3)

(差し込み

部の内径)

61.1

/
(差し込み

部の内径)

61,1

/

(差し込み

部の内衛

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

(注1)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(ェua) (1皿l)

最高使用

温 ・
・
度

(℃ )

最高使用

圧  カ
(MPa)

名 称

B充てん/高度

注入ポンプ

冷却ライン出目

レジエーサ

(2Xl 1/2)

及び

B充てル/高圧

注入ボンプ

油冷却器

冷却ライン出口

レジューサ

(21/2X2)

原
子
炉
補
機
冷
輝
設
備

B充てん/高圧

注入ポンプ

出日曲己管合流点

…

遭
郭
岸
Ｇ
観
＼
ぼ
）

（↓
営
い常
添
沌
Ｓ
口
）

(次ページに続く)



一　　　一　中）‥‥‥ｆ

変 更 後

材  料

(注 5)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当 )

外  径

「(誌
さ

(ェu■)

〈注3,5) (注 5)

(差し込み

部の内御

61。 1

/

(差し込み

部の内鶴

61.1

/

(最′Jヽ)

6:0

/
1最′とヽ)

6.0

/

('i:3)

(6.0

/
6.0

/
-)

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

95

名 称 F
高使用

カ

イ (MPa)

(注4)

1.2
変更なし

原
子
炉
補
機
余
却
設
備

変 更 前

外

|

|

径  |厚 さ 材 料

(底送a) (mml

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

(注67)

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却ライン出日

レジューサ

(2Xl 1/2)

及び

B充てん/高圧

注入ポンプ

油冷却器

冷却ライン出口

レジューサ

(21/2× 2)

B充 てん/高圧

注入ポンプ

出日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

浬
郭
牌
Ｇ
Ｏ
＼
ド
）

（↓
営
い
常
卜
ｈ
Ｓ
コ
）



工事計画本文 (原規規発第 16o6105号 平成 28年 6月 10日  認可)

↑
一
れい

澄
郭
Ｐ
ａ
ミ
＼
ぺ
）

（↓
習
働
＝
ド
湧
岳
コ
）

変 更 後

材   料

変更なし

(注 51S

SS41

(注エ

SS41

厚   さ

(皿 m)

(と3,5,6)

12.7

(注3,5)

12,7

/
12.7

/

外  径

(mm)

(注 3,S,6)

609。 6

(注3,S〉

609.6

/
609.6

/

最高使用

温  度

(℃ )

く注4)

40

最高使用

旺  カ
(MPa)

(注1)

0.7

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(mm)

(注 3)

12

外   径

(Inコn)

(注 8)

609.6

最高使用

温  度
(℃ )

40

最高使用

圧  力
(MPa)

(注 2)

0.7

名 称

(注 73)

1次系冷却水

クーラ

A、  B、 C

海水戻 り母管

分岐点

A、  B、  C

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備



変 更 前 変

高使用|

カ

(MPa)

更 後

高使用

カ

高使用 最高使用

名 称 さ 名 称
―

ユ且 さ

(MPa) (℃ ) (Hm) (mm) (lllm) (lllm)

(注 3, (注 81

120,7 40 609。 6 SS400

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

と次系冷却水

ターラ

A、  B、  C

く注3, (注乳6,

12.7

(注 6,
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

609.6 SS400

変更なし
〔注4)|

0,7 1

(注き, (注 3,

12,7

/

12,7

/

海水戻 り母管

分岐点

A、 B、 C

40 609.6

/

609.6

/

SS400

工事計画本文 (関原発第 123号 平成 80年 5月 24日  にて軽微変更届出)

一一杢す

遭
郭
岸
６
∞
＼
Ｆ
）

（◆
営
釧
＝
卜
沌
岳
コ
）



工事計画本文 (原規規発第 16061o5号 平成 28年 6月 10日 認可)

一　一一“「ァ

遥
郭
牌
Ｇ
ｏ
＼
Ｆ
）

（↓
営
９
載
卜
れ
ヽ
コ
）

SS41

SS41

4

(注 3,

4.19

40

(注

0。 7

I注4) 914.4

(注 3,5)|

(注S,

SS41

(注 8,5,

12.7

/
12.7

(注3,5,6)

914.4

(注3,5)

12.7

/
12.7

/
12.7

12.7

/

/
609.6

(注 3,5〉

914.4

/

高使用

度

(℃ )

温

高使

(MPa)

変更なし

(注 3)

12.7

(注 3)

914.4

径

(爾 恥 )

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

SS41  1

海水戻り母管

分岐点A

海水戻り母管

合流点

く注7

(glIB)(mh)(mm)

さ材  料

変 買 後

厚    さ

最高使用高使用

(℃ )(MPa)

力 度

変 更 前



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日  認可)

一一”

遥
郭
〕
金
ｏ
＼
ぼ
）

（↓
器
滸
載
ヽ
沌
扇
Ш
）

変 更 後

材  料

SM400B

_ くユllll)

外

|

径

「

早

|

さ

(mm) (IIull)

(注 3)I    (注 3)

914と 4 ' 12.7

/ /

/
609.6

/

1 2. 7

最高使用

温  度
(℃ )

(注 4)

40

最高使用

圧  カ
(MPa)

(44)

0.7

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

SS41

厚   さ

(mltl)

(と 3)

と2,7

外   径

(■1■ )

(注 3)

914.4

最高使用

温  度
(℃ )

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注2)

0.7

名 称

(注 74)

海水戻り母管

分岐点A

海水戻 り母管

合流点

(こと7■ )

海水戻り母管
・

合流点

中間建屋出日

(埋設部除く)

原
子
炉
補
機
冷
劇]

設
備



最高使用

温  度

(℃ )

材  料

変更なし

(と84)

SS400

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(と 81)

(性84)

SS400

SS400

SS400

(注 6,

(注 8,84)

12,7

/
12.7

/
12,7′

(注 3)84)

12.7

/

/
12,7

(注 3,6,84)

12,7

(注 3,S士 )

12,7

(注 3,S4)

914.4

/

/
609.6

(注 3,84)

914,4

くと3.6,84)

914.4

(江 3,ど 4)

914.4

/
914.4

/
609.6

40

(注 4)

40

(注4)

0,7

海水戻 り母管

分岐点A

海水戻り母管

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

十

〕

変 更 前

高使用―最高使用

力 1温  度

(MPう ) | (℃ )

さ

(mm)(mm)

局

称名料さ

(れm)

径称名 力

(mm)

外

変 更 ′後

(MPa)

工事計画本文 (関原発第 123号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

〓
類

ヨ
鶉
牌
金
解＼
ぼ
）

（◆
営
朝
増
卜
油
Ｓ
コ
）



工事計画本文 (関原発第 123号 平成 3ヽo年 5月 24日  にて軽微変更届出)

一　　一́
（中〉

浬
郭
牌
金
Ю
＼
ば
）

（↓
営
９
■
ド
沌
岳
コ
）

名 称

変 更 後

最高使用

温  度外 _

(℃)~(mm)

径 厚 さ 料

(mm)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

名    称

変 更 前

最高使用

温  度

(℃ )

外   径 犀    さ 料

(lttm) (mHl)

SM400B

(江れ

12.7

/

/
12,7

(速う〕

914.4

/

/
609r6

(■4)

40

(工 4)

0.7

海水戻り母管

分岐点A

海水戻 り母管

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備



工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日 認可)

｛　一発

変 更 後

材  料

変更なし

(注5,倒

SS41

変更な し

厚   さ

(llili)

(注缶5,S)

12.7

外   径

(血阻)

く注3,S,6)

609,6'

最高使用

温  度

(℃ )

(注4

40

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

0と 7

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変  .更 前

材   料

SS41

くと82)

STPG410

厚    さ

(担」■)

(注 3)

12

くと3)

9。 3

外 ・ 径

(lnm)

(注 8)

609.6

(と3)

273.1

最高使用

温  度
(℃ )

40

40

最高使用

圧  力

(MPh)

(注 2)

0,7

(注 2)

0,7

名 称

(とと75)

海水戻り母管

分岐点

屋外放出端行き

屋外放出端
｀
く注76〉

海水母管分岐点 |

ァィーゼル

発電機A、 B行き

ディーゼル

発電機

海水八ロライン

連絡配管

レジュエサ

(10× 8)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

選
郭
ド
６
ω
＼
ぎ
）

（◆
営
頓常
ヽ
れ
ェ
コ
）



変  更 日IB

使癖
|

変 更 後
~' 
狩十
~ ~‐  ‐~― Ⅲ

i最禽使用

カ

(MPa)

Itta

名 称 径
|
厚 さ 名 称 さ

(℃ ) (EM11) (mm) (H肌)

1

,
(注 8も、

0,7

く,t135) (注 3.監〉

609,6

は 3,

12海水戻り母管

分岐点 、

屋外放鶏端行き

40 SS400

変更なし
(お i (性3,6, (注3,6.

12,7

(性 6,

0.7 40 609.6 SS400

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

屋外放出端 原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

こ_点    `. _、 ___・ ヽ一本一 与…Ⅲ工 …_ど

海水母管分岐点

ァィーゼル

発電機A、 B行き

ァィーエビァレ

発電機

海水入ロライン

連絡配管

レジェーサ

(10X8)

0.7 40 278.1 9.3 STPG4 0 変更なし

工事計画本文 (関原発第 123号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

一
遂

ヨ
郭
μ
６
卜
＼
ド
）

（↓
智
頓＝
ふ
沌
岳
コ
）



一
比

変  更 後

材  料

STPT370

STPT370

STP■370

厚   さ

(雲14a)

(注3,50)

8。 2

(と3)

8.2

/
8.2

/
8.2

(注3,50)

8.2

外 径

(lttn)

(違 3)

216.3

(注3)

216.3

/
216.3

/｀

216.3

(注3)

216.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注4)

40

(注4)

95

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

む1次系

冷却水ク‐ラ

入日配管分岐点

偶 )

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

Bl次系

冷却水クーラ

出日配管合流点

(原子炉補機

冷多蓼水縄 )

及び

Bl次系

冷却水ク‐ラ

海水供給接続 口

変 更 前

外  径 厚   さ

1材

料

(阻) (1騒m)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

歴  力

(MPa)

名 称

遭
郭
騨
金
針
＼
ド
）

（↓
掛
い
＝
卜
沌
３
コ
）



｛
ヤ
メ

変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

STPT370

STPT370

STPT370

STPT370

厚   さ

(mm)

(注 3)

3.9

(注 と,船 )

6.0

く注 3)

6.0

/

/
3.9

(注 3,50)

8.2

(注 3,30)

8.2

(注 3)

1013

/
8.2

外  径

(llⅢ l)

(注4)

60.5

(注 3)

114.3

(注3)

114.3

/

/
60.5

(注 3)

216.3

(注 3)

216.3

(注 3)

318.5

/
21618

最高使用

温  度

(℃ )

(注上〕

95

(逆 4〕

161

(ヤlil)

161

晟高使用

圧  カ

(MPa)

は 4)

0

く注4)

0

(注 4)

1.2

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

海水排水用ホ‐ス

下流側取合点

屋外放出端

格納容器貢通部

、    いN#257

出日醜管分岐点

屋外放出端

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

最高牛用|
温  度

―

(℃ )

材 料

最高使用

圧  カ
(MPa)

名 称

浬
郭
岸
（８
＼
ぼ
）

（◆
営
働載
ふ油
“
コ
）



工事計画本文 (原規規発第、16o6105号 平成 28年 6月 10日 認可)

一
Ｐ
”

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注2)SI単位に換算したものである。

(注 3)公称値

謎
郭
畔
６
Ｎ
＼
ド
）

（↓
智
碗
常
ぶ
油
あ
Щ
）

変 更 後

材  料

STPT370

STPT870

厚   き

(mm)

|

(江3)

34.0

(注3,50)

3.4

(注3,50)

9.3

外  径

(lltl)

(,13)

267.4

最高使用

温  度
(℃ )

(注 4)

40

(注 1)

40

最高使用

圧  力

(MPム )

(注 4)

0.33

(注 4)

1.2

名 称

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日接続点

可搬型原子炉

補機冷却水

循環ポンプ

出日配管合流点

A海水供給母管

接続口

Aa、  Ab

海水ス トレーナ

入日配管合流点

原
子
炉
補
機
冷
封〕
設
備

変 更 前

ナ享 さ材 料

(皿ll)

最
‐
高使用

圧 力

(MPa)

名 称



一， 季

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日 認可)
(注4)重大事故等時における使用時の値

(瀧5)本設備は既存の設備である。

(注6)エルボを示す。

(注7)記載7)適工化を行 う⑮既工事計画書には「二次系冷却水クーラ出日連絡管」と記載

(注8)記載の適I化を行う。既T_事計画書には「ヘンダA、 B:テ ィ (20× 20× 16)～ レジューサ (20X14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (20X14)～内部スプレクエラもと記載

(注 10)記載の適止化を行うど既工事計画書には「ヘッダC:テ イ (16× 16× 16)～ レジューサ (16X12)」 と記載

(湘tll)当該ラインについては、工繊管に該当しないため記載の適正化を行う。

(注 12)記載の適止化を行う。既工事計画書には「ヘッダC:レ ジューサ (16× 12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注 13)記載の適正化を行う。既半事言r画書には「今ツダA、 B:内部スプレクーラ～レジューサ (20X14)Jと 記載

(注 14)記載の適JT化を行う。既工事計画書には「ヘッダA、 B:レジューサ (20× 14)～ティ (26× 20× 16)」 と記載

(注 15)記載の適正化を行う。既I事計画善には「1次系冷却水ポンプ入口連絡管」と記載

(注 16)記載の適正化を行う。既工事計画書には「ティ (20X20× 16)～ 1次系冷却水ポンプA、フB、 C、 D」 と記奪父

(注 17)記載の適正化を行う。PttI事計画書には「1次系冷却水ポンプ出白レジューサ (16X12)～ティ (20× 20× 16)」 と記載

(注 18)記載の道正化を行う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ出日連絡管」と記載       ～

(注 19)記載の適iほ化を行う。既工事計画書には「1久系冷却水ポンプA、 Dlll聞 テイ (20X20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C人 ロティ

(20× 20 X lo)」 と言己載                                                 ｀

(注20)記載の適正化を行う。既工事計画書には「上次系冷却水クーラ人口連絡管」と記載

(注21)記載の適r化を行う。既工事計画書には「ティ (20× 20X16)及びレジューサ (20× 16)、 1次系冷去,水 ク■ラA、 C及びB」 と記

載

(注 22)記載の適I化を行う。班工事計画書には「母管分岐点～余熱除去クーラ (ml-2)A、 B」 と融載

(注23)記載の適正化を行う。既上事計山i書には「余熱除去クーラ (RH-2)A、 B～戻蠍管合流点」と記載

(注 24)記載の道I化を行う。民九工事計画書には「母管分岐点～冷却材ポンプA、 IB、 Cへの分岐点」と記載

避
鶉
牌
含
∞
＼
ぼ
）

（◆
智
萌
引
ド
沌
Ｓ

コ
）



一
湯

(注 25)

(注26)

(注 27)

(注 28)

(注 29)

(注 30)

(注 31)

(注 32)

(注 33)

(注 34)

(注 35)

(注 36)

(注 37)

(注 38)

(イと39)

(イ主40)

(注 41)

工事計画本文 (原規規発第‐16o6105号 平成 28年 6月 10日 認可)
記栽の適正化を行う。既工事計画書には「冷却材ポンプB、 Cからの合流点～弁 (2-FCV-1241)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「冷却材ポンプA、 Bからの合流点～戻管 (8B)合流点」と記載

記載の適耳化を行うと既工事計画書には「1次冷却水ポンプ入日分岐点～弁 (2-5105A、 B)Jと 記載

記載の道正化を行う。既工事計山l‐善には「弁 (2-5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管生、B分岐点～燃料ピントク~ラ」と記載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「燃料ピントク~ラ ～1次系機器冷去口水戻母管A、 B合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余剰抽出水クーラ」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余剰抽出水クーラ～1次系機器冷却水戻母管 (10B)合流点Jと記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管～レジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユーサ (3× 2)～計器用歳ンプレッサーパッケージ上A-lA、 上Aと lB入ロレジューサ

(2× l1/2)」 と記載

記載の適正化を行 うど既工事計画書には「計器用コンプレ)サーパンケ~ジ IA-lA、 上A-lB出 ロレジューサ (2Xl 1/2)ん レ

ジューサ (3× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジユエサ (3× 2)を 1次系機器冷却水戻母管」と記載

記裁の適下化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ室空調装置入

ロレジューサ (3X2)」 と記載 |

記哉の適イI:化を行う。既工事計画書には「レジューサ (3× 2)｀ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載♂)適正化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐をヽ～レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4× 2)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画
‐
書には「余熱除去ポンプおよびスプレポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～ レジューサ (2Xl

1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ入ロレジューサ (11/2X1/2)」

と記載

渓
郭
洋
令
⑬
＼
ド
）

（◆
営
い
増
卜
油
あ
Ш
）

(注 42)



一
Ｐ
０

(注 43)

(注44)

(注 45)

(注 46)

(注 47)

(注 48)

(注 49)

(注50)

(注 51)

(注 52)

(注 53)

(注 54)

(注 55)

′
(イト56)

(注 57)

(注 58)

(注59)

(注 60)

(湖二61)

(注 62)

(注 63)

(注64)

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日 認可)
既工事計画書に記載がな:いため記載の適I化を行う。記載内容は、設計図書による。

記載の適I化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)～ 内部スプレポンプ入日分岐点」と記載 .

記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部ネプレポンプ入口分岐点～ィジュエサ (1驀 1/2)」 と記載

記載の適正1峰を行う。既工事計画書には「レジューサ (1× と/2)～内部スプレポンプ出百合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書にlま 「内部スプレポンプ出日合流点｀レジューサ (2又 11/2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (11/2× 1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ

ンプ冷封1も どリライン合流点」と記載 ‐

エィレボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジュ‐サ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3X2)」 と記載

記載の適i化を行う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点｀レジュエサ (12X10)」 と記載

記載の適工化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 10)～ レジューサ (10X6)」 と記載

記載の適I化を行う。班工事計画書には「分岐点～レジュエサ (6× 4)」 と記載

記載の適正化を行うも
~既
工事計画書には「レジューサ (o× 4)及び分岐点～レジューサ (4× 2)」 と記載   ‐

記哉の適正化を行う。,電工事計画書には「レジューサ (4卜 2)お よび分岐点～格納容器循乗空調装置」と記栽

記載の適正化を行う。既上事計画書には「レジューサ (4× 2)～ レジューサ (6X4)来び合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「:レ ジューサ (6× 4)ん VS-39Bか らの合流点 (VS-39A)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (10× 6)～ レジューサ (12× 10)」 と記載     
´

記載の適正化を行うと員九工事計画書には「レジューサ (12× 10)～ レジューサ (12× 8)」 と記載

記哉の適正化を行うも既工事計画書には「レジュエサ (12× 8)～ レジェィサ (12X8)」 と記載

記載の適工化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X8)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点年充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポツプ入日分岐点～レジューサ (2Xl 1/2)お よび (21/2X2)」

遭
辣
卜
貧
ｏ
＼
ド
）
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(注65)

(注 66)

(注 67)

(注 68)

工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日  認可)
と記載

記載の適正化を行 う心既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)～ 充てん/高圧注入ポンプ～レジユーサ (2× 11/2)」 と記

載
′

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (21/2× 2)充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (21/2X2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (2× 11/2)お よびレジューり`｀(21/2× 2)～充てん/高圧注入ポンプ出

口合流点」と記載

記載の適可i化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出中合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋人口まで」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「ss41」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建屋入口～海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水母管分岐点及びレジューサ (30× 24)～ 1次系冷却水クーラ」と記載

記載の道正化を行 う。既T事計画書には「と次系冷却水クーラ
～
戻#管」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「中間建崖出日までの戻母管 (埋設部除く)」 と記載

記栽の適i化を行う。H九工事計画書には「戻母管分岐点～ラプチャディスク」と記載

記載の適正化を行うと班上事計画書には「海水母管分r支点伐連絡管レジ■―サ (10× 8)」 と記載

記載の適I化を行う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル発電機」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジユーサ (12× 8)及び合流点」と記載

記載の適T化を行う。既工事計画書には「レジューサ (12× 8)～海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)へのと[文替 え を行 う。

STPG42同等材 (STPC410)へのと1又替 え を行 う。

記載の適正化を行う。既工事計画書には「STPG421と 記載

本設備は記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。

一エ

(注 69)

(注 70)

(注 71)

(注 72)

(注 73)

(注 74)

(イ主75)

(注 76)

(注 77)

(イ上78)

(注 79)

(測i80)

(注 81)

(注 82)

(注 83)
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変 更 前 変 更 後

最高使用

1圧  力

| (MPa)

高使用

度

(℃ )

ヽ

一

l

管|
(mm)  |

ユ
簿

名 称 1厚  さ 名 称 厚   さ

(皿 Il〉 (血m)
‐
r卜
″

|

(ユ I:

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

Aa、  Ab

海水ス トレーナ

入 口百己管舎流点

91414
(ユ

/ /
40 SM400B 変更なし

/ //
中間建屋入目

(A系 )
914 4 ||

|

|

1 2. 7

工事計画本文 (原規規1発第 18013114号 平成 30年 1月 31日  にて変更認可)

一
Ｗ
伊

(注 1)公称値

(イ搬 )重火事故等時における使用時の値

(注3)エルボを示す。
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一
惇

工事計画本文 (関原発第 123号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)
(注43)既工事計画書に記載がないため記載の適IfLを行う。記載内容は、設計図書による。  ・
(注 44)記載の適正化を行う。既工事計画書にlま 「レジューサ (2X工 1/2)～内部スプレポンプ八日分岐点」と記載

(注45)記載あ適正化を行う。既工事計画書には「内部スブレポンプ入甲分岐点■レジューサ (lX1/2)」 と記載   、

(注46)記載の適正化を行う。既工事計画害には「レジユーサ (lX1/2)～内部スプィポンプ出日合茄点」と記載

(注47)記載の適正化を行う。既工事計画書には「内部スプレポンプ出日合流点～レジューサ (2× 11/2)」 と記載

(注48)記載の適正化を行う。鳳猛工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ出入日管」と記載

(注49)記載の適正化を行う。既T_事計画書には「余熱除去ポンプ出ロレジューサ (11/2X1/2)～余熱除去ポンプおよび内部スプレポ

ンプ冷却もどリライン合流点」と記載

(注50)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

(注51)記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジュ_サ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3X2)Jと 記載        '

(注52)記載の適正fヒを行う。既工事計画書には「二次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12X10)」 と記載

(注53)記載の適正化を行う。既工事計画書には fレ ジューサ (12本 10)～ レジi―サ (10X6)」 と記載

(注 54)記載の適正化を行う。班工事計画書には「分岐点～レジュ十ナ (6× 4)」 と記載     I

(注55)記載の適正化を行うと既工事計画書には「レジューサ (6X4)及び分岐点～レジエーサ (4X2)」 と記載

(注56)記載9適 I化を行う。既工事計画書には「レジ■―サ (4× 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」と記載

(注57)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (4X2)～ レジユーサ (6X4)及び合流点Jと 記載     ,

(注53)記載の適正化を行う。既五事計画書には「レジューサ (6X4)～ VS-39Bか らの合流点 (VS-39A)」 と記載       :

(注59)記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (10X6)～ レジューサ (12X10)」 と記載

(注60)記載の適工f監を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X10)～ レジ三―サ (12X8)」 と記載

(注63)記載の適正化を行う。既工事計画書には「充てんポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～充てん/高圧注入ポンプ分岐点」と記載

(注 64)記載の道正化を行う。既工事計画書には「充てメン/高圧注入ポンプ入口分岐点～レジューサ (2Xl 1/2)お よび (21/2X2)」
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一
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(注 65)

(注66)

(注67)

(淮と68)

(注86)

(注69)

(注 70)

(注 77)

(注子8)

(江 79)

(注80)

(注31)

(注 32)

(注 83)

(注 84)

(注85)

工事計画本文 (関原発第123号 平成と0年 5月 24日  にて軽微変更届出)
と記載

記載の適工化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (2Xl 1/2)～ 充てん/高圧注入ポンプ～レジューサ (2Xl 1/2)」 と記

載

記載の道正化を行う。既工事計画書には「レジョ、一サ (21/2X2)充てん/高圧注入ポンプ～レジュ‐サ (21/2X2)」 と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (2Xl 1/2)およびレジュユサ (21/2X2)～充てん/高圧注入ポンプ出

日合流点」と記載

記載の適こ化を行う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出日合流点～充てんポンプ室空調装置冷却戻ライン合流点」

と記載               _
記載の適正化を行う。既工事計画書には「海水ポンプから中間建屋入日まで」と記載   ・

記載の適正化を行うこ既工事計画書には「SS411と 記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「連絡管分岐点～ディーゼル発電機」と記哉

記載の適止化を行 う。既工事計画書には「ディ
エゼル発電機～レジューサ (12X8)及 び合流点」と記載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「レジェ
=サ
(12〆 8)～海水戻母管」と記載

STPT38同等材 (STPT370)への取替えを行う。

STPG42向等材 (STPG410)への取替えを行う。

記載の適正化を行うな既I事計画書には「STPG42」 と記載                      ―

本設備は記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。

SS41同等材 〈SS499)への取 替 え を行 う。                   ′

注記について記裁の適正化を行う。平成28年6月 10日 付け原規規発第1606105号にて認可された既工事計画書に記載の「重大事故

等時における使用時の値」を削除             |

記載の適正化を行う。平成28年6月 10甲付け原規規発第1606105号にて
~謂
、可された既工事計画書には変更後に記載
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工事計画本文 (原規規発第 1606105号 平成 28年 6月 10日  認可)
原子炉格納施設             i                               ―

加屋水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項
3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項
(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係る次の事項
口 熱交換器の名称、種類、容量、最高使用江力、最高使用温度、伝熱面積、主要寸法く材料、個数及び取付箇所

・常設 (1/2)
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変 更 後

A格納容器循環冷暖房ユニット ('と 1)

冷却コイル

1 2

161

155

l

変 更 前

名 称

MW/個

MPa

℃

MPa

最 高 使 用 温 度 (注射 | ℃

m2/個

ニユln

mm

m■ l

Hln

llull

種 類

容 量  (注
2)

最 高 使 用 圧 力 はい

最 高 使 用 温 度 (れ鰤

最 高 使 用 圧 が 社
妙

伝 熱 面 積
(注か

吸  込  日  径

吐  出  日  径

た て

横

一品 さ

材 料

個 数

管

側

月同
側

主
要
:ヽ
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法

(次ページに続く)



(2/2)

A格納容器再循環ライン

変 更 後変 更 前
統系 名

↓(ラ イ ン 名
設    置    床

の

号

上護

番

防

画

水浴

区

澄 水
「
防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

~ ―
― ―____________ ___二

___

取
付
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